
Title 経済法則の論理的性格及びその妥当性に関する若干の考察
Sub Title Survey on the logical character and validity of economic laws
Author 富田, 重夫

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1953

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.46, No.5 (1953. 5) ,p.352(38)- 385(71) 
JaLC DOI 10.14991/001.19530501-0038
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19530501-

0038

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


_
田
歡
倉
雜
誌
.。'第
四
^
六
卷
:'
:
-第
¥
號
.'.

三
.八

、(

三
五
ニ)

_

_

族

則

©

論

魅

鹿

:
ナ
-.
:
:

「

：：
免

M

夫

序

m

.

.

.
'

£̂
經

濟

學

な

る

，も

：の

.ば

.、_膝

史

、
厂
理̂
;

〉

政

衆

：：の
}
1:1
竹

に
.大

別

さ
-^
^
居

/t
)
;こ
1V
V&
-
一
'-
S

<D
-關

係
^

'^
は

方SJ
-
J
.

の
' 

|

つ
め 

童
取
な
間
頸
^
る
事
は
構
知
の
，如
,<
::
-
で
.
_る
^ :
.册
ズ
栽
に
.經
濟
#
藤
ー
と
去
'は
れ
る
'%

^>
-
舉

問

的} 1

茶

を̂

ふ
、
：の^:
ぁ

«.
.
'か
、-
槪
略
的
! £
_

て
-

定
の
組
織
的
秋
序
或
は
關
聯
冷
毙
出
じ
之
を
炎
或
牝
：し
卞
ハ
隹
だ
依
音
_

廣
^

說
朋
ポ
^

と
典
.

^

^

櫛
.の
體
蒂
ど
考
ふ
填
が
出
來
を
々
そ
れ
、は
具
纖
的
個
別
的
^
も
め
か
ら
袖
^
的

—
猶
的
な
：も
の
.
'へ：
、
：
_

$

-ら
爲
體
的
個
別
的
な
％
€»
.
:へ
と
環
&

. ^
各
操
作
を
.5
1

^
で
獲
得
^
る
.べ
：含
體
系
と
：1
ぇ
る
«
が
出
_
る
:0
:德
^
て
敍
£

; ^

序
と 
一

K

ば

れ

る

象

、.：'或
比
叉
抽
象
，

：一
般
的
：な
^
紀

の

と

.
稱

兔

事
於
出
來
兔
我
ダ
の
昕
謂
科
學
的
^
瓢
な
る
も
の
の
彳
巢
な
る
素
讲
な
知
識
に
對
す
る
特
徵
は
-/
^

で
ゐ
る
所
に
# :

す
る
0
,
.か
か
る
.抓

學

的

認

識

藍

に

科

擧

的

玉
.ベ
き
杏
淀
的
媒
^

^

を
ー
学
^

め
ぶ
そ
、
諸
事
物
钇
就
ぃ
+て
は
諸
槪
念

-

:
:;
-で
あ
ち
諸
事
物
間
の
關
係
に
就
い
沈
.は
法
-則
と(

ー
袞
れ
る
も
：の
セ
な
け
.れ
ば
_な
：ち
な
^

,,
:

^
.
.
.
- 

.

,

.•.
■'
.
.經
濟
理
論
ど
茇
撕
れ
な
も
の
铱：：

紙
濟
現
_

に
關
ず
が
科
^ ;
的
認
_
と
.し
言
、
'翁
ら
か
の
豪
に
於
行
る
法
則
的
な
$
:の
^
特
に
定
尊
；
 

■■
■,
:
.す
る
_
を
以
て
：そ
の
觀
識
！̂
的
と
な
ず
擧
偶
的
體
系
で
杈
げ
淑
ば
な
ら
叛
い
⑶
か
ぺ 

:•
細
定
立
の
：.可
脓
性
苒
依
#
:し
，

P

ゐ
泠
と
錡
い
#

ベ
ぐ
、(

隹
に
何
ら
^

V:
:理
的
胜
格
を
有
サ
名：

办
.と
妄
ふ
事
が
：經
濟
理
論
そ
の
'-
%
'の
の
'論

理

的

胜

格

を

決

定

オ

名

：
と

考

ふ

：事

.が
出
來
る
。
：斯
く
の
如
^
し
て
务 

'
:•
■
■:論
#
:に

ょ

り

問

；い
4
沮
ザ
输
赞
さ
.れ
で
來
た
^
聯Q;.

問

■

卽

令
 

V
.

*':

れ
ば
.如
俯
な
石
論
观
的
■
格

紀

有

す

.
か:̂
'
:文
^

:^

.'

.■
■
■
へ“
ゆ
れ
.な

げ

れ

ば
.&
ち
敗
^
,
:
:
似
ポ
办
：.小
論
撕
が
扣
：塞

〗

聯
の
&

を
.、.
.特
ぬ
經
濟
法
篇
.の
■

理
的
性
格
及
び
そ
.の
論
理g

®

當
性
幻
中
^
 

と
し
て
檢
討
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

'

. 

■ 

.

.

.

.

. 

- 

: 

\
 

•

:
 

パ

.
：

.

.
：

-
 

■

•>
'
■
' 

-

今
か
か
る
檢
討
を
爲
寸
に
當
つ
て
從
來
經
濟
法
則
と
し
て
对
ぇ
ち
れ
.て
來
た
.も
の
の
中
特
に
蕃
し
き
論
现
的
性
格
の
相
違
を
示
し
て
い
.
.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

.
 

; 

.
 

.
 

.
 

•
 
-
 

-
 

-
 

.
 

•
 

•
 

-
 

.
 

-
 

•
 

•
.
:、.

 

.

る
と
思
は
れ
る
ニ
つ'の
經
濟
法
則
创
ぢ
泛&

6
§
、と
し
1:
.允
經
濟
法
則
.

：̂

&

9

3と
し
て
の
そ
れ
と
を.硏
究
の
姐
上
に
舉
げ
ん̂
 

と
思
ふ
。
一
衣
ふ
ま
で
毛
な
く
前
教
は
所
訓
古
典
派
經
濟
學
、
總
じ
.て
英
1
:經
濟
學)

に
於
い
て
認
め
ら
れ
ぅ
る
も
の
で
あ
り
、
後#
■

は
オ
ー
•

,

ス
ト
リ
ア
^
7派
;>
そ
の
後
繼
种
と
し
て
の
■ロ■
ン
ド
.ンr

ス
ク
ー
ル
に
於
い
て
、
：叉
多
1少
.の
#
違
.を
以
で
.ロ
丨
ザ
ン
ス
，取
派
や
1^•

ゥH —

ン.
；
プ̂
尤
於
好
ヤ
薏
識
的
_
せ
亦
遍
識
的
_
赴
$
考
；ぺ
.设

妙

顏

悠

所

.<
0

^

9

；

■'
:
:謂
允
::
1
:梵
；サ
#

ズ
^

.0
:經
濟
瑯
論
の
：ぞ
权
本
&
 ̂

.

w

s

v
 

•

ミ
ル
、，
-J
.•
 

E 

•
.
ケ
ア
.ン
ズ
、

J • 

N •

ケ
ィ
ン
ズ
等
に
對
す
る
C • 

メ
ン
ガ
ー
、‘
!,
,
• 

V •
ミー

ゼ
ス

、
-I i
•

 

P

ビ

ン
ズ
等
の
'對
立
を
，
， 

::
•
:承
す
も
の
で
あ
る
。

，

，

- 

-^

〉

.

ハ
'
：-
■''純
濟
法
观 
S

猶
的
篇
及
び
-;
^
:傷
常
性
：S

t

.霞
^'
S
 
察

，
；
：
ソ
^

パ 

s

l
.$
i
D
:''
,
r;
;
へ



へ v
y
:
:
叢

雾

1

:
'

パ'.

.」

嘗
て
、
€'
、
* 

y
^
l
^
T
a
,
.
r
.
^
. 
 ̂

^「

方

法
^'
士 
麻
^
パ
^ -
の
問
題
に
翁
い
^

,'
理
論
的
經
濟
學
'

:

ど
：實
踐
的
纖
慨
學
ど
を
、一̂

亂
民
經
_
6
_條

域

其

於

け

る

：_
:
論

的

す
る
理
解
が
缺
け
て
締
る
一」

事
を
指
摘
-L
た
。
メ
ン
ガ
.
1が
W1
許
に
於
い
て
示
し
た
こ
の
論
點
は
軍
に
敗
別
さ
.る
ベ
き
も
の
が
暖
昧
で
あ 

つ
た
と
^

ふ
-に
ih
ま
ら
ず
、
兩
教
の
根
疬
に
あ
る
認
識
論
上
の
，立
場
^

相
緯
か
ち
來
る
必
然
的
な
相
禅
で
あ
り
、
か
く
ズ
％

- »
が
.經
：濟
法 

■

に
：繁

.を
論
理
.
_
_格
^:
安
歡
版
の
#
異

を
細

が
. ^
;
枳
貫
要
#

艰
_
を
與
べ
：る
:,
%

の
薄
あ 

夂
ズ
み
の
搀
» .
を
識
る
^
看
ー
過
す
统
か
:^
ざ
.务
意
«

;^
有
す
：る
#
べ
私
^

1

1ほ
れ
ー
る€>
戈
 

峻
別
ず
を
赛
ゆ
：ー
嬙
何
を
意
味
^
て
が
^
が
^
か
厶
^
襄
乘
^
哪
^
瀬
^

^
る
*

^

す
る
#
:に
如
»
だ
各
意
栽
於
存
'̂
;
鮝

の

：免

魟

姿

養

..か

:-
.
\象
論
點
を
^

て
の
經
濟
法
則
ょ
りT

e
n
d
e
n
z

と
し
て
の
そ
れ
を
論
じ
、
更
にI

d
e
a
l
t
y
p
u

w.
と
し
て
め
そ
れ
を
晛
ら
が
に
し
そ
.、
S
れ
ょ
々
若
干
の
結

:
.論
^
^
.て
、論
濟
馳
：論
及
び
經
濟
學
方
_

の
：諸

潮

流

：
の
ー

.位

歡

付

.け

汝

爲

咨

ん

■

 -

 -

 

..

.

 

'

 

■

 ■

-
.
 

-

 

.
.

.

(

独
1
ン 

C. 

M
e
r
g
e
r
,

 

U
n
t
e
r
s
u
c
h

自 g
e
a
S
b
e
r

 

d
i'c
>
M
p
t't
r
*
o
d
e 

d

.G
>
'
r

 

s
o
c
i
a
l
w
i
s
s
e
s
c
h
a
f
t
e
n
,

 

p. 

124.

.'
::
.
:
;

:
:
c独w

.
)

..'::

齡
爪
論
一
は敗
_

_

.

i表
.

「

稀

少

性̂

.

.

.

.
^
■..
一
，'
.で;/
.
'
'::
:
:
.
、
、

.：' 

::

ン■

て
.
__会_

p

知
な
く
經
濟
事
は
物
：理
襻〈

植
後
學
穴
社
會
黑
敵
治
學
導
タ
と
並
ん
f

、«
の
.數
學
や
論
琎
擧
七
^

|
な
る
.懸

.の
學
で
ぁ■ 

,
.
:
り
、
.所
謂
經
驗
科
學
.に
焉
す
る
も
の
：で
ぁ
^

/;
玆
.に
：經

..
 

-.....
 

•
-

 

.

 

:

.•

.

.

.

.

 

. 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

. 

- 
■ 

• 

:
- 

. 

•
.
.
.
.
.
.

け
る
某
國
.め
國
民
所
得
等
々
：：の
如
き.は
勿
論
例
へ
ば
親0
.子(

に
對
す
ず
愛
情
、.極
大
滿
足
の
追
求.等
の
如
き
內
的
經
驗
を
も
含
む
も
の
.で

あ
る
，が
、
'
,數
學
論
迪
巍
め
如
き
杣
象
的
科
學
に̂
し
セ
經
驗
科
學
を
分
ク
べ
ぎ
ー
令
 

.そ
の
.科
學
の
前
提
：

v
p
r
e
m
f

 f.

が
、
我

• 

-
-'•
- 

- 

- 

- 

■ 

- 

ノ. 

. 

- 

.

.

.

.

.

_•
■
•. 

.
 

- 

> 

-

々
の
精
神0.

單
な
る
.：

a
r
K
r
a
r
y
:

な
撥
成
：に
依
る
^
.養
れ
と
：も 

>
.

:

そ
：れ

が

何

会
0
:现
鸷
の
..現
存
す
、る
事
實
に_
つ
'
|
.
の
で
あ
る
か

• 
f
 

 ̂

.
:

•

..
'
:;.
'.
,

-
 .

,
I
:

:

パ..：
'
.
.
f 

W
.

 

:

.:

..
 

.

.

.
:-
. 

■

'で
あ
る
::
0
我
々
.め
猶
濟
學：

は
、，
と
.の
規
準
.に
'從
：つ
て
、
正
に
；そ
め
命
提
を
、.外
的
及
び
时
的
な：

る
親
實
め
.事
實
.に
仰

ぐ

：も

め

.で

な

け

れ

ば 

な

ら

な

い> 
が

く

て

例

：
へ

ば

、
；

■

期
'一6

'0
の
投
赛
が
爲
さ
れ
だ& :
.ら
ば

所

得

は

如

：何

：に

變

動

ホ

を

か

」

、

に

於

い̂ 

1
0
0 

の
禮
資
な
る
も
め
は
、
；
I

t

.か
；の
3

で
.か
；
又
：
■

■

■

を

豫

期

し

着

 

,•■
“
 -

V

 

:
.

.
:ヘン
一'V.

■■
■-

f
'
.
rr
く
の
如
ぐ
^
て
、
、
我
々
'の
科
勒
は
そ
：

Q

發
生
を
.

「

何
處
東
で
%.
經
驗
に
負
ふ
も
の'で
な
け
れ
.ば
な
ら
ぬ
と
_
ふ
事
：は
^

要
せ
ぬ
所
上
風
ふ
。
：從
つ
.て
：著

.の
：觉
集
、.：：

そ
の
.此
較
、
觀
察
、：.そ
'し

：て
，
そ

れ

ら

め

記

述

：
と
一

K

ふ
事
が
斯
學
0
發
坐
妁
成
立
t
と
つ
て
不
^

\ 

-.

ダ

，
.

.

.

.

.

.

.

.
 

\
+ 

. 

.

. 

....
 

.
 

.
*
*
' 

. 

V

.*

. 

: 

.
'»
.
.
.
-
.

一
.
.
.

，可
缺
な
第
.ー
步
た
.る
事
を
認
め
ね
：ば.な
ら
な
い
：ぅ

:

的
事
實
の
：觀
察
や
記
述
が
*
け
淑
ば
な
备
な
ぬ
：放

•
ハ
ス
バ
ッ
ハ
：が
桢
象
的
：演
縄
的
學
派
：£
對
む
：て
歸
納
の
11
藥
性
を
揩
摘
0
拉
事
ば
_

.

-

;

-
-
V 

■ 

C
M
2 

ノ
 

.

.

.

.

. 

' 

.■.

.

.
-

 

•
" 

-- 

■ 

.

_

に
當
を
得
た
も
の
：で
：あ
る
。
«

_1
;
玆
：に
«
集
、.
1|
察
記
述
と
去
：つ
，て
%:
、
そ
.の
^

に
東

.
-■ 

• 

こ
 

-■
•
•
'•
•
•
■ 

• 

» 

: 

. 

V 

. 

. 

. 

..... 

.

.

.

.

.

.

.

. 

/ 

•

意

を

考

へ

、
て

？

も

1

れ

が

單

産

,

自

ら

讀

り

來
 

に

至

ゲ

迄

、
.、
：
そ

：，

間

黻

灤

苕

の

：生

體

的

能

動

_
の
蓮
は
千
著
萬
別
で
あ
石
。1-
集

^

衣
ぶ 

が
存
^
:な
对
れ
龜
か
ら
ず
、
；M
に
記
述
と
一K.

ふ
も
の
ば
莕
办
ば
、：
記
述#
め
自M

词
マ
とf

ふ
事
が
^

歸
納
圣K

ふ
知
の
は
單
に
.鄯
物
：が
ら
.我
.へ
、
；
客

觀

，か

^

电

觀

：
，

. 

'が
.
4し
て
.、
'
.
:
ょ
：り
多
く
の
辦
實
.を
：宽
集
し
、：4

り
緇
密
&
之
を
比
較
觀
察
:1
.
ょ
り
载
全
ゆ
遺
澈
な
ぐ
之
を
：記
纖
す
る
.ど
会
：ふ
.辦
が
、
：が

-
-
- 

.
ノ
 

，
 

*-
 

, 
-
 

-
 

.
 

-
 

 ̂

、

：
.
.
.

っS

.-
::
..
經
濟
取
則
め
論
'理
；的
他
格
及
が
|

安
當
性
に
關
す
 ̂

： 

:'
-
録

2£
>
.
' 

.
:■

:~
.
:'

■
 
.
 

.
•

.'
I
..H
V 

.

.

.

-!
パ
.»
■ 

J-.
l
.'<
.
.
-
. 

j
-
f
-
. 

•
•
ベ
.
ト

？

-
o

.
.

.

'
J
-
a
m
l
f
t
.

_

■
'



r
.
-..
.西
.
1
1
.
.
^-
三
故
六)

'
"ニ
：
 

V

■ 

- 

■ 

■ 

:
* 

. 

■ 

- 

« 

■ 

. 

I 

.
- 

...

;々
ン
：- :'
レ

る

段

階

に

於

け

名

達

：オ

べ

；ぎ

^
檩
^;
^
る
^

，
_

^

:

*

^

な
觀
察
及
び
記
述
と
は
正
に
そ
れ
で
あ
つ
た
。

. 

.

さ
て
か
\
る
段
階
に
於
い
て
、
或
る
第
象
A
と
他
の
或
る
哿
象
B
と
の
間
に
、
繼
起
的
に
せ
ょ
同
時
的
に
せ
ょ
、
或
る
何
ら
か
の
結
合 

«;
;
."
■
關
係
を
見
出
す
な
ら
ぱ
.、
_

ち
：祺
象
戎
が
ー
存

^

る

な

ら

诫

艾
#

象
6.
が
_
存

或

は_
起

ず

る

と

沄.ふ

關

係̂

<

 ̂

を

發
 

.

:
.見

す

る& '
6:
.ば

、
、
こ.の

關

係

は

，、

我

ネ

办

现

實

吹

：

一

C

過
去
：及■
在

;s
,

經
驗
ヒ
黏
づ
ぐ
朦
の
瑰
實
か
羝
則
性
で
歎
る
、
便
堂
上
之
を
經
驗
法

-C 
註 
5

V

.:
-

:

 

V
:
.
.
- 

. 

‘

. 

. 

.

.•-

則

i.
-
名
づ
.け
.て
.置
く
。
そ
れ
は
現
赏
の
經
驗
に
恶
づ
い
て
發
見
：さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が

'
そ
の
祺
象
間
の
關
係
が、
；
.
r
A
,

な
ら
ば
B
で
：あ

. 

-

、

- 

. 

•

.

-

.

:

:

- 

' .
て
'
.
.
.
;
.
.
:
•
•
•
. 

.
 

.
 

.

.

. 

'
 

.
 .  

, 

..... 

-
 

. 

V
.

.

.

. 

...

:

泠」

.
毙̂
武
化
ざ
れ
る
跟
ヴ''
-
>
'
そ
れ
は
旣
£
個
々
办
特
定
め
瑰
實
の
關
係
で.味
な
令
ん
て
、
入 

、

一
ら
.か
'の
_
现
^
"
.歸
納

的

推

理

〉

，
が

入

：；つ

て

：ゐ

.な
け
れ
ば
な
ら
办
ぬ
併1,
ぞ
め
|
.
.
般

化

の

恶

礎

：は

事

實

の

觀

繁

に

依

ー

つ

：て

'瑰
實

の

：
事

象

間

： 

:

,
:'
>
に
同
.：1':
'
*
'
の
仕
方
で
.同
节
の
1現
象
が
繰
り
返
.へ
.き
.れ
尽
«
さ

れ

る

：ど̂
^

、
■
.
ベ.
.
'
,
- 

,

ン 

.
-
-

■
■
■
■

 

'.
'.

 

.

讲
6
 

Y. 

.
-
.

 

一
 
:

.

ベ
...'
:，：.
 

:-.

、
性
.の
"如
S
の
#
せ
ざ
る
服
り
：、'-
;
そ
4
^
'現
象
生
起
;'
0
:反
镇

性

頗

驗

性

に

：俄

#
し
&-
げ

れ

ば

：な

あ

な
.

 ̂

S限
り

の

：生

起

が

ら

'、
.•か
X

•

パ

そ

れ

は

^

一

 

•個
の
事
物
か
^
類
.槪
命
は
構
敗
さ
れ
得̂

い
の
：と
同
様
で
あ
る
。
：：多
べ
の.揚
合
に
共
通
せ
.各
事
象
間
の
關
係
と
し
て
か.
\ 

い

：る
法
則
が
考
ぺ'ら
れ
る
0.
,.で
あ

：る

。
，
例

へ

.ば
或
る
地
穷
の
.，漁
民
が
或
る
山
,
雲
が
か
^
る
：と
雨
が
降
る.と
衰
^

:

v

'

:«
s

f

 ら 

i

l

 赛 

■
:を
意
味
.し
、
.是

芷

に

玆

：に

孝

ふ

經

猶

满

则

で

あ

る

.。
：
こ-0
例
に
.於
け
.る
經
驗
法
册
：は:>
-
^
^

:.
;
.
.
.過
：ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、“前
述
め
如
ダ
-̂
ょ
り
積
極
的
纪
名
觀
察̂

ょ

^

^

^

り

多

炎

の

丨

且

づ

お

'■
 

へ.
.
-• 

.-
■

.

V

'.
.

.

.

.

.

.

-

-

.

人

. 

一

.

：

.

.

.
'
.
:
.
,
-
. 

- 

. 

• 

•

.

.
ン

• 

- 

• 

* 
'■ 

. 

..

:

:く
經
驗
法
則
に
速
し
得
る
祺
は
明
ら
が
で
ぁ
り
、
父
叫
來
ぅ
る
限
り
多
く
の
祺
實
に
茈
づ
く
祺
が
か

\
る
決
則
、の
理
想
と
す
る
所
で
な
け

.

‘，れ
ば
な
.会

い

。

, 

- 

- 

.

涊

ら

ば

化
-:
<
.の
炎

-x
: ^

て
獲
得
さ
れ
る
經
驗
：法
則
^-
-
：:

:

如

何

な

：る

論

理

：
的

性

：格

ど

免

.當

性
.を
有
.ず
る
%•
の
で
ー
あ
る
'
.か
。.
H
、
•

一

の

捧 

.:
:い|

- 1
る

- 1
法

則

は1

汊

麗

^

.

と
し
て
與
へ
ら
れ
た
養
と

1K

ふ

奪

あ

つ

て

實

驗

室

に

於

け

る

如

き

人

爲

的

に

作

爲

序S

す
る
も
の
を
望
の
で|

¥
.:
'

經

驗

濟̂

.:雅

涂

意

妹: 1
_

_
實

識

.

_

«̂ ;
^

ミ
固
有
I

質
.の
如
f

の
と
し
て
の
規
則
性
でI

。
”

笫
ニ 

S

t
ら
ふ
べ
_

質
ばI

め
.如
I

.

■'
M
櫞
に
选
つ
レ
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
な
る
故
.に
辨
々
が
之
を
未
經
驗
の
排
柄
に
延
長
せ
ん
と
す
れ
ば

所
！！

揉

_

納
の
類
推
を
爲
さ
ね
：

•

ば
な
あ
な
い
。
我
々
が
崔
驗
法̂

J

依
つ
て
一k

い
：
, #
る
f

從
來
の
經
驗
に
依
れ
ば
斯
々
で
あ
る
と
哀
ふf

、あ
り
、
そ
れ
に
於
い
て
ユ-.

n

 li

從
來
の
經
驗
に
俠*
ば
.；
：
n

l
 

b

f

響

r E
r
f
a
h
r
u
&

 .

な
志
舊
が
附
加
さ
れ
な
け
れ
ば1

機

怠

：置

る

。ン
 

'
を
多
く
の
が
矜
に
依P

て
.經
驗
ぉ
則
に
如
へ
ら
れ
る
最
も
別
火
な
性
格

(

缺
陥)

.は
、
.
.そ
れ
が
假
り
に
從
來
の
議
.に
依
つ
て
辦
象

;-
:
.
B
W
に
共
_

姑

證

■

潘

謂

を

犠

_

_

靡

零

■

直

駕

廣
^

な
し
と 
一

K

ふ
|

_

。.器

B
が

囊

A
に
證
し
た
と
し
て
も
、
後
卷
は
翦
の
原
因
で
あ^:
# :
者
ば
後
蔡
の
餘
■

る
上
は
' 

. 

J
無
へ
、_

-

裏̂

_
れ
石
如
次
_

憂

_
魍
す
る
！と
レ 

'

M
■

故
に
事
豫 <

 
產

象

ネ
::
1

關

戰

す

■
!■
■

■

等

侬
つ
て
說
印
さ
れ
迪
膂
け
ら
れ
ね
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
H
、
，既
述
.

9

如
く
經
驗
孩
則
は
.親
象
の
■

的
出
現
：

g

寒
づ
.
.
.
癸

:̂、
 

.
L
V;:
;

^
- #
.
pて
£

.M
颖
ヵ
大
众
れ
ば
; ^
な
.る
程
出
^

^
な
：る
.
,
明
價
餐
^

:

必̂
如
倉
性
格
れ
^^
の
^

^
る

ギ

類

槪-念

故

^

り

太

な
' 

^

喜

- ^
.1
-1
、
.ー：ょ
.り
ー
：1..般
;-
1

:る
_
く
^

ダ
''
. J



.;
,
-
:
v:
-

f 

.

,

ッ
ン.

4

‘

.

：
:/
:

'

.

-:
.

:

四

四

'っ
：1

'

3

■■::

:.
:
-
,̂
經
驗
法
W

Kば
換
然

性

マ

峩

觀

的

眷

性*

驗
か
ち
_
實
は
斯
ネ
で
知
：る̂

ぢ
ひ
得
#

じ̂
釔
§
丨
そ
れ
：梂 

、
ト
と
共
2
>
.そ
れ
は
不
完
全
歸
納
に
附
き
ま
と
ふ
蓋
然
胜
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
、
そ
丄
て
と
の
事
は
叉

㈢
伫
述
べ
だ
因
银
性
の
缺
除
に 

:

來
ず
氙
の
-
あ
る
、：：.經
_
法
則
^

截
間
被
結
合
的
頂
係
；が*
に
：偶

候

晚

結

奇

に

非

ざ

る

所

以

が

：

®

ぎ

れ

ぎ

る

.眼 

.
’則
に
は
涔
觀
的
安
常
性
と
沄
ふ
も
の
は
存
し
な
い
。
yr
!
Jも
か
X
る
所
以
の
證
明
は
經
驗
法
則
そ
れ
齒
體.の
中
に
は
#
し
な
い
の
で
あ
.る
。

み

■

か
I

德

性

：”遍

的

_

馨

谨

は

^

^

、

で
あ
る
ヤ
如
何
な
る
法
則
も
酣
ち
如
何
ね
精
密
な
所
謂
自
然
法
則
上
雖
本
ザ
自
然
め
秦
ギ
の
現
實
に
於
^
て
は
ぞ
^

I

〕 

. 

•

-

.な
：い
。
.：自
然
め
.索
\
办
現
實
に
於
い
.汉
ゆ
常
に 

■:
.
.
1せ
ば
、
：こ
0:
謂

''
-
為
は
.常
_
重
カ
の
法
則
、
1

速
度
0
法
則
に
每

必
ず
し
も
1
ら
ず
、

一
陣
の
突
風
欢
き
來
た
り
て
こ
の
布
こ
ろ
を
他
所
へ
炚
き
上
、げ
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
、。
か
く
如
何
な
る
法
則 

:」

も
自
然
の
ま〉

：の
現
賢
に
於
：於
で
は
そ
；の
.练
觀
的
: ^
1

を
證
心
：得
な
い
.：の
；
で

あ

备

が

經

驗

法

則

は

%
來
办
本
る
.
_然

：
の

ま$ 

¥
:法
則
な
：る
故
に
、；
麵
の
本
質
上
か
^
贫
制
約
を
有
せ
ざ
る
を
得
な
.い
.：
の

^

あ

る'-
-
0か

く

：て

經

驗

法

則

林

ン
'
カ
：多
べ
の
事
貧
に_
づ
き
、
^
來
る
限
^
太
汝
.る
反
辕
度
を
有
す
る*
地
に
於
い
ズ
最
大
办.蓋
然
的
爱
當
性
を
生
張4
ぅ

る

に

止

ま

.る

や

:
y

 
で
I

。コ

；

.： 一
：.：：

W

-

-

:

:■.
.
'
.
•
.
.
:

■:■
;
:
'
•
ハ
.
-
;
.
,
:
.
:■'
.,■
■.:.
..‘ 

.

■■
.
-
.
'
.'
'
: .
:■■■
.
•■.
V 

■ 

V
.
-
- 

V
-

-

-

，じ
，
：.

-

,

.

.■

■■(

驻

1〕

J
v
w
.
Q
2

^
p0
g
“Hjbe' C

h
a
r
a
c
t
e
r

 

a
n
a

 

L
o
g
i
c
a
l

 Metiioci 

oHap
o
l
i
t
i
c
a
l
M
c
o
n
o
m
y
,
.

 P
V
6
0
.

彼

'が

效

で
；

p
o
s
i
t
i
v
e

 
浮 i

e
n
c
e

*■ 

V
 

. 
,

-

-..
'

.
..
.

-

-

'

ン

.

-

.

.

.

.

.

:

.*
'■

.■

、
：

：

'

'
:
.

(

■

.- 

■
:
 
'

.
.パ

.
：
：
-
.
.

く
:'
,

.

■

.

.

.

■'
と
.
.

h
9

0
t
h
e
t
i
c
a
l
、
s
c

s:n
c
e
.
v

会
 ̂

ノ
' 

'

• 

-- 

- 

- 

.

■■
■
.

. 

. 

.

.

. 

:

、
 

ノ

',
 

.
 

.

.

.

. 

.

.

.
"
.

.:
■.
 

■ 

.

.
ニ
 

.

(

独 
2

) 

w
，
H
a
s
b
a
c
h
,

 Z
u
r

 G
e
s
c
b
l
l
c
I
I
t
©

o.
o>
s 

M

ec+
h
o
a
e
n
s
t
r

'(
D
l
t<D
s m

 

d
e
r

 p
o
i
i
t
i
s
c
h
e
n

 

o
k
o
n
o
&
l
e
,

 

(
w
o
b
B
o
n
e
^
S
J
a

crrtJucll
，

-.
i

y
 

- 

.

.

.
 

i 

•

:

v

lド 

f

-;
i
;::
l

i

o

n

l

4 

語
 ̂

• 

f

そ

の

せ

翁

又
.演
繹
に
對
し
て
使f

t

.

f

.
が
ぁ
る
。：
ど：
i

 

.
つ
の
推
理
な
る
故
に
記
述
と$

窜
さ
'

.'

^
け
る
輕
驗
的.琪
實
か
ら
主
觀
へ
め
方
昀.の
仕
方
を
總
稱̂

來
意
味
ゆ
ひ̂

_
て

^

0̂

-

.
,.-
.;
;

'

,,
'

:
ン

い

V 

^

^
,6n

t
h
o
d
,

特
に
そ
の
第
十
二
節
奮。

.

:
(

f

)
.

(

的)

翁

1

3

脣

 

く
れ
|:
.
へ
語
は
多
樣
な
意

. 

一；：

M

 

 ̂

 ̂

^
 

-■

♦ 

v 

w
: 

^
^
0

 ̂

0
.
 ̂

'

■

7

)

と
の
'
區
別
を
遨
屢
む
解
明
せ
み
も
？

し
て
M
. R

看

o

l
r :
.

,

E

x

a

f
 

W
i
r
t

動

f
t
s
t
h
e
o
^
^
^

 

F

 

2
1

 

、

-
2
4
,
:

を
舉
げ
ぅ
る
。
彼
は
そ
こ
で，，k

f

 

I

f

 

o
r

d
n

j
"

に
對
し
て
' 

,，

n
_

l
i

c
h

e

 

o
r

d
n

l

り
と
か，，i

n

 

d
e
r

 

N
^
t
u

て
'

な
る
：嗜

-

を

JJ
J
ゐ

る 

o •

.

.

:
,
.
.
.

■ 

. 

■ 

- 

■ \ 

: 

■ 

.■ 

■
'

ニ
 

H..-Haller,-opkr':R 
一
 42 V

 
 ̂

: 

V
.

.
.
(

瓶 

9) 

J. ,S, M.iH, 
,
.

o
p
'
c
i
r
p

、33819,* 
參
照
。
. 

L..

§

こ
の
點
は
後
の
證
と
關
聯
し
て
極
そ
I

艺
論
點
で
ぁ
る
が
、
® 

•ラ
ィ
グa 

ノ
キ
は
前
掲
s

於
い)

次
の
如
.4

つ
て
f

。
，

‘
 

„
W
e
n
n

 

die 

o

n

 d
e
r

 
i

n

 

f

p
 a

b
l
e
,

 

o
b

 

sie 

i
m

 

R
a
h
m
e
n

 

I
 

I

f

 
I

I

 社 

d
e
r

パ 

I

 

I

!

 

I

 

I

 

I

 

象 

i

f

 

I

 

f

 

I

f

 I

 

I

I

 ,

民

-:
、

M
濟

'.
^

■•
^

の-̂
现

^

^

格

袭̂
の
^

性̂

ル

關

ず

.
る
^
奮

#
察

、
、

.
：-'
'

.

:

；：> :_r; ;':

'̂:

五

一

s:
:

-5
:
uン
.



〈

ニ
ン
ス
'
;'
每
嚴
會
雜
興
3
第
跑
!1
2
'<
雙

,
, 

三

T
e
n
d
e
n
z

と
し
て
の
經
濟
法
則 

'

.

.'.
■■
.•;
.
 

.'

.

.
'
-

.I

.
-
 

-
:■
.
.
.
.
.
.
. 

:
.r
. -

•

、

v

-,:
.
へ

y
.

.

..
 

.
'
■:
'
■'
/,.1-

-

-

-

.- 
-
:
y
'
y
, 

,

:

■■
. 

. 

.

.

. 

'
.■'
 

- 

. 

o

-

'■
■
-
'■■
:
' '

■,
.
<-
,
 

一
'
-
'
- 

■

*-
-
.
. 

-

.へ：_
©-
:

_
繼
驗
袪
脚
と
.
_ふ
：如
及
は
—

_
論
き
_

_
袼
0

:^
_

杈

し
て
ゐ
，る
。
我
，々
の
科
學
的
精
神
が
こ
れ
ら
の
制
：2
を
超
ぇ
て
深
化
.せ
だ
と
す
る
は
そ
の
先
天
枘
な
る
耍
求
で
あ
る
。'
經
濟
擧
と
の
關
聯 

に
於
い
て
見
る
に
第
一
の
也
揚
の
方
向
と
し
セ
ュ• 

S 

•
‘
ミ
ル
の
因
艰
の
法
則
を
擧
げ
る
事
が
出
來
る
'
。
_

.
霞
ぬ
傲
枚
■
飾
述
な
酸
驗
法
譽
派
生
_
徵
則
：S

M
ぎ
■
&:
れ
は
窮
極
的
因
果
0
法
則
め
¥:
冗
各
れ
.,
-
>巍
明
：さ
^
霧

、
 

ハ

.

• 

、
 

C

許i
 ■

い
。
而
し
て「

眞
の
科
學
的
眞
理
は
こ
れ
ら
の
經
驗
法
則
で
ゆ
な
く
し
て
、
こ
れ
ら
を
說
明
す
る
因
媒
の
法
則
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。：

一 .. 

然
ら
ば
か
、
る
眞
，の
科
舉
的
法
則
は
如
何
に
し
て
獲
得
さ
れ
ぅ
る
か
、
玆
に
於
い
て
我
々
は
先
づ
ミ
ル
の
歸
納
の
考
へ
か
ち
檢
討
す
る
必.

* 

-

.

-

 

■ 

■
■
,
-
、

. 

ノ
 
.■. 

-
-
,
，

襄
が
：あ
务
::
-0
.

_は
歸
納
ぞ
.敦
贪
の
は
»:
_
^
^
^
^

舯」

の
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て「

一
般
的
命
題
を
發
見
し
證
明
す
る
作
用」

、で
あ
り
、

「

特
姝
な
る
場
合
に
眞
な
、る
も
の
は
、
特
矩
の
V

' 

’ • 

- 

- 

2
4
 

W 

、

點
に
於
い
て
こ
れ
と
類
似
せ
る
す
べ
て
の
場
合
に
於
い
て
眞
な
る
鄯
を
推
論
す
る
精
神
作
用」

で
あ
る
と
一K

ふ
。
都
ち
特
殊
か
ら
一
般
を
ぺ

推
論
す
石
作
用
.で
.あ
る
。
旣
知
の
も
の
か
ら
、未
知
の
も
の
を
推
論
す
る
作
用
で
あ
る
。
併
じ
か
、
る
事
は
如
何
に
し
て
可
能
で
灰
る
か
、

.:
; 

玆
に
ー
.つ
の
假
定
が
設
兒
さ
れ
る
。
.所
！i.「

自
然
の
及
び
精
神
の
過
程
の
齊
ー
性
に
' (t

w
e

 

d
n
i
f
o
r
m
i
t
y

 

of .the. c
o
u
r
s
e

 

o
f 

n
a
t
u
r
e

 

a.nd m
i
n
d
)

卽
ち
菇
で
あ
る
。
か
、
る
假
走
が
設
定
さ
れ
る
跟
ヶ
<に
於
い
て
特
殊
な
る
經
騄
か
ら
一
般
的
喩
題
を
導
出
す
る
礙
は
可
澉
で 

あ
る
。
然
り
、
嘥

I

囘
耿
り
の
經
驗
か
ら
も
可
能
と
游
へ
ら
れ
る
の
で
が
る〕

。
併
し
玆
に
於
い
て
か
、
る
齊
！
性
の
，假
宠
は
ミ
.ル
.に
於
い 

て
は
決
.し
て
眾
%:
る
聯
祌
の
想
宠
で
.%
な
く
、
我
々
の
風
他
の
論
理
的
權
造
よ
り
斯
ぐ
考
へ
ざ
る
を
#

な
い
と
..袞
ふ
如
そ
先
天
へ
的
*

«
請

：
 

で
も
な
い
。
何
處
ま
で
も
論
理
の
悲
礎
を
祺
實
に
求
め
ん
と
す
る
經
驗
論
教
た
る
ミ
'ル
に
ど
っ
て
か
X
るS

は
あ
り
得
べ
か
ら
ざ
る
事
で
：

"あ
る
ハ
齊
—涵
が
嫩
定
は
文
そ
れ
自
身
歸
納
に
侬
づ
尤
發
見
さ
れ
た
も
め
セ
^
り
經
驗
が
电
の
；
—

.»
の
_
然

の

過

程

を

調

查

ず

れ

ば

、

；：

知

、

狖«
宠
.の
«:
故
る
軋
が
發
見
さ
綠
^

パ
の
.で
紅
る
？
ぷ

. 

• 

• 

. 

,

7

• 

- ■
 
• 

* 

.

.

. 

■ 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
'■
.:
 

•.ニ
':
.
 

. 

- 

.

.

.

.

.乂
' «
き
ノ
，、、/ル
％

こ
：0

«
-:
性
.
”

(

特
：に
瑰
瀹

が
如
何
な
る
も
の
な
石
か
を
未
だ
發
見
せ
ず
と
も
か〜

る
も
の
の
存
在
を
疑
び
得
ず
而
し
て
、か
、
る
條
件
は
結
果
と
し
て
一
定
の
現
象
を
：

:

,
然
I

」

の
條
件
§

は
如
何
に
し
て
f

さ
れ
得
.る
か
、
そ
れ
は
彼
の
五
っI

驗
的
直
に
.終
っ
て
で
I

。
併
し
所
謂「

原 

囟
の
：合

成」

.
：
；i

T
結
果
め
混
合
:̂

の
.故
.に
：議

众

現

象

ね

關

で
-̂
:
^
^

:

所
謂
栽
繹
的
志法

：.

の
傭
用
名
れ
る
分
_

_

す
る
？.：.
1友
ぶ
ま
で
4>
:
;
»く
籠
琪
齋
也
茧
_と
、0

^

#

^

ル
の
演
總
的
方
法
は
三
っ
の
段
隙
ょ
り
成
っ
て
ゐ
る
，yl
l
ち
歸
納direc.t 

i
n
d
u
c
t
i
o
n

液

櫸r
a
t
i
o
c
i
n
a
t
i
o
n

檢

證verifkiati

o'n
。

.»■

'1.

段
階
た
る
歸
納
取
そ
れ
は
、：：：觀
察
と
：：實
驗
_
基
づ
;'
<
:因
果
の
、法
則
，
窮
極
的
法
則
發
繁
の
：段
階
で
あ
る
0-
-̂
^
^
^

-■ 

■
■
■ 

-/(UJ8Y-' 

へ'
'
.
'
-
'
■

.
:■.
-
'
■'
,
 

' 

.... 

V 

.

--
1
興

な

る

：諸

傾

向

の

法

則

か

ら

ハ

，
こ

れ

；

.|
0
,の
結
合
的
結
果
'の
：
法

則

：％

發

滿

參

る

」

；
：事

を

課

題

と

女

-' 

.

.
• .
-
f
.. 

. 

. 

- 

: 

•

•'
. 

.

. 

- 

--,
-
• 

•
:
'
' 

•
.
.
.

人
.
/
.
.
' 
一.
’
'
:
.
.
.
:
.
.
-
-
.
. 

- 

- 

. 

.

.

.

.

.

.

關
す
る
如
き
极
雜
な
法
册
を
筆
純
な
諸
法
則
か
ら
導
出
す
る
辦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
單
純
な
る
諸
法
則
の
發
見
、
と
れ
»'
—
段
階
で
^

^
 

老
办
尤
_
裰
雜
な
.ス
法
肌
1
镎

出

オ

、る

事

が

第

ニ

段

赕

た

：
る

.演
繹
0
:
^
^

的
歸
結
を
經
驗
に
束
っ
^ ;
そ
：の
眞
顧
を
磷
: #
'

め

:^
も

め

：系

お

舊

；
：：：齚

述

'
0經
^

.^
?>
.;—
般

的
« -
-
激

と

：經

驗

.法

則

の

'_
..

.
. ^
則

舉

の

眞

な
^:
事
1
保

證

す

る

も

：

.处

卷
^

る
.
”
典

ぬ

赞̂

;

.經
濟
法
：則
'の
論
與
的
他
格
寒
ぴ
そ

©.资
當
性
ゅ
關
す
る
若
千9
考
察
け 

.ン
- !
,
:
:
ン
四
，七
：-:
,
-:
:
:

(

三
六
^
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六
卷
#
五
號\

 

:
 
ノ

- 

- 

. 

» 

’

、四
八
.
、(

三
、六
ニ)

で
あ
る
パ 

■  ̂

' 

ノ
’ 

• 

' 

*

さ
て
か
X
る
立
場
に
攸
れ
ば
‘經
濟
法
则
な
る
も
の
は
經
濟
現
象
の
.齊
一
性
•に
外
な
ら
ず
、
；そ
の
繼
起
の
齊
一
性
は
經
濟
蜞
的
因
艰
法
則
.

.
.で
あ
石
"

そ
れ
ば
自
然
科
學
の
諸
法
則
と
並
ん
で
人
盼
の
精
神
現
象
に
關
オ
る
歸
納
的
数
驗
科
學
な
る
心
理
學
の
諸
法
則
ょ
り
所
謂
性
袼
'/
: 

形
成
舉
の
諸
法
則c

こ
れ
は
心
理
法
溯
ょ
り
演
繹
さ
れ
た
も
の)

.’を
媒
介
の
公
理
と
し
て
演
繹
的
に
導
出
.さ
れ
る
諸
法
則
で
な
.け
れ
ば
な
ら
な
，
：.

、-iwo 
ノ 

.■-
 

. 

, 

11
. 

; 

. 

.
-■■
■
-
 

■ 

■
■
■ 

V 

V ,

.
い
。
勿
論
そ
れ
は
叉
經
濟
現
象
に
關
す
る
經
驗
法
則
に
依
っ
て
檢
證
さ
れ
な
け
'れ
ば
な
ら
な
い
、

「

具
體
的
演
經
的
科
學
の
確
信
の
根
據

. 

' 

• 

r

ll
f
tl〕

- 

、

は
先
天
的
推
理
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
の
結
艰
と
後
天
的
觀
察
の
結
课
と
の
ー
*
致
で
知
る」

.の
で
あ
る
。

、

.■:

.
 
二 

：
 

•.
.•:
:

:

.

.
:

.•

.

,

:

.

.
-

广
、..
..、
.
.
.
：
.
.
. 

.

. 

.
V
.

'•
.
. 

•
•

■•
■'
.
.
■.
.

■.
 
...
 

,'
.
 

•
:

ミ
ル
に
と
っ
て
經
濟
法
則
も
そ
れ
に
嵐
す
る
所
の
狹
義
の
演
繹(

第
二
の
段
階
た
る
演
緯
，

)

に
依
る
法
則
は
歸
納
に
蕺
づ
く
法
則
か
ら
導
::
. 

，出
さ
れ
る
か
、
こ
れ
に
環
元
さ
れ
な
け
れ
成
な
ら
な
い
所
の
派
生
的
、
結
艰
の
，法
則
で
あ
.る
。
從
つ
セ
經
濟
現
象
に
關
す
る
植
接
的
觀
察
.

‘
り
に
於
W

で

科

擧

的

法

則

ど

％

考

の

戈

あ

る

：。
V

寒

物

理

：舉■
唇

心

理

#

'
さ
れ
て
給
め
て
眞
た
り
得
る
と
考
へ
ら
れ
た
。
併
し
先
驗
的
演
輯
學
の
諸
法
則
凝
接
德
的
に
求
め
ち
安
實
驗
に
f

傷

證

さ

；：
 

.

.れ
5
る
も
の
で
は
な
‘い
故
冗
、
そ
れ
は
現
赏
の
傾
向
を
示
す
に
過
ぎ
ず
從
.っ
て
未
來Q

豫

侧

炫

於

確

實

ゼ

あ

る

：ど
：考

へ

ら

れ

た

。

V

一

定

の

.：
 

條
件
の
下
に
於
い
て
或
る
辦
象
間
の
必
然
的
關
係
が
確
立
き
れ
た
と
し
て
も
、
自
然
の
ま
\
の
現
赏
に
於
い
て
之
を
檢
證
1>
そ
の
费
當
性
，

■ *■■■■■■■ 

- 

' 

. 

- 

- 

\ 

N
N
t
2 

/
'

を
こ
X
に
求
め
ん
と
す
る
限
り
法
則
は
所
詮
傾
向
而
し
て
現
^

の
傾
向
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
響
、

:

'■
:
>
:以
上
：私

ばw

 

'
S
.
-
ミ
ル
^

就
切
尤
、
：そ
办
經
濟
法
則
が
如
何
众
る
歸
,

&
原
_

^

如̂
何
¥
る
方
幾
に
ょ
づ
へ
て
導
き
出
さ
が
る
が
を
ハ 

槪
說
^
た
。
'而
し
て
_.こ
‘の
.ミ
ル
.の
^

へ
.は
、_
大
同
小
異
を
以
て
'
J
:>
E

■•
'ケ
ア
.ン
ズ
、
.
.
J 

• 

N 

-
•

ケ
イ
ン
ズ
の
考
へ
■
と
.一'
致
.す
.る
も
^

で
'

>
'然

ち

ば

轉

0
如

：き

隹

濟

法

則

は

如

黑

名

論

理

的

他

糌

冷

有

オ

る

本

の

；で

あ

る

象

洗

づ

象

4钇
自

然

及

び

精

神
0 :
過

程

の

ぞ

烛

へ
 

#と

.̂
如

何

^

も̂

の

で

、
あ

る

か

。

そ

れ

は

宇

to
の

す

ベ

て

の

事

象
.は
類

似
.せ
る
；條

件

の

下

に

於

い

て

は

常

に

同

樣

：の
：

.辩
造

を
^
 

; 

，
の
：變

化

及
&
す
法
一K

ふ

事

で

あ

る

。：
而
し

V

こ

れ

；̂
ミ
、ル

に

於
.馨

媒

何

虜

ま

.
で

;%
:
經

驗

に

ょ

つ

て

確

證

さ

る

べ.ぎ
，̂

:の
^
あ

り

ハ

.
客

觀
 

の
齊

一

性
で
あ
る
、

’決

し

て

意

識

.の

齊

一

姓

で

は

な

い

。

超

經

驗

的

な
'
:
:
逆

_
鉱

零

扣

可

能

，な

ら

し

め

る

も

の

と；
^

荷
す
る
如
き
も
の
で
は
な
い
の
，で
あ
，る
。
現
赏
の
祺
赏
の
中
に
齊
ー
性
の
對
應
物
が
存
す
る
否
、
現
實
そ
の
も

.の
が
，̂

l

iで
な
く
て
.、
. 

齊

.的
な

§
3

|

3な
の
で
あ
る
。

-

、

’ 

/ 
、‘-

、
 

:
:

こ
：れ

ユ

：り
.ご
■

泛
_

靡
じ
^

#

る̂

.輿

だ
 

こ
.そ
認

(
, 

識
の
眞
理
が
存
す
る
と
な
す
反
映
說
的
な
經
驗
論
が
，そ
こ
に
存
す
る
の
で
あ
る
、
從
つ
て
法
則
と
.一
衣
ふ
も
の
も
そ
の
所
謂
經
驗
法
則
ば
勿
..
-
. 

.
論
：の
嚷
又
^

の
：科
»

的
祛
則
汝
|)
:
.
-
#々
％

、
親

實̂
存

贫
.る

法
_

^
な

け

れ

«

な

お 

，
養

*

1

_の

結

翁̂

を

常
^
伴

ぶ

：
ど
会*
事

は

或

：
^;
ー

'態

に

於

い

て

の

み
！
：
j

の
仕
方
で
同
一
の
現
象
が
坐
ず
る
と
一K

ふ
の
で
あ
る
。
併
し
妓
に
類
似
'せ
る
辦
應
と1

K

ふ
の
は
、
人
爲
的
に
か
、

.
る
事
顧
を
設
定
す
る(

實
驗
室
に
.於
け
る
.如

 

<)

と1K

ふ
事
を
意
味
す
る
の
か
、
：
或
は
現
實.に
.於
い
て
所
與
艺
し
て
か
か
る̂
態
が
存
す
る
と
'

1
K

ふ
の
か
、
夕C
の
、い

ず

れ

で

あ

る

か

，を

區

別

す

る

事

が

重

# '
で
あ
る
。
何
故
な
れ
；ば
若
し
前
者
で
、あ
れ
ば
そ
れ
は
人
間
の
創
造
的
精
神
に 

あ
つ
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
こ
X
に
.於
い
て
坐
起
す
る
現
象
は
自
然
の
ま
1

の
現
賢
に
於
い
て
は
唯
の
一
.度
も
坐
起
せ
ぬ
か
も

く
 

. 

.

.

.

.

.

.

ず
.，

.

.

.

.

ま
.
,
.
：
 

.
-
.
••
. 

-

知
れ
A
い
。
而
も
そ
の
眞
な
る
褀
を
否
宛
し
得

ず

、
、か\
る
观
赏
に
於
け
る
檢
證
と
袞
ふ
辦
さ
へ
、
抑
"
意
味
が
な
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
。
 

所

謂

齊

，
性

に

於
’い
て
一

K

は

本

る

も

の

は

勿

論

.か

か

る

も

，
のと
は
考
へ
雛
い

。
と
は
沄
へ
艾
単
純
に
_
然

の

ま

^

の

規

實

の

所

與

と

考

へ 

る
梁
は
出
來
な
い
、

- K
驗
を
ー

K

々
す
る
限
り
、
、何
ら
か
の
_

で
人
爲
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
石
--
0

ミ
ル
も
赏
驗
の
直
接
的
. 

-

:'
■:舞

濟
法
則
§

观
的
锉
格
.及
^-
そ
の
姿
當
锉
.长
關
ず
§'
'
.若
.于

暮 

(

：

■'
' :
.
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パ
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五

び

(

三
六
S
 

.観
察
に
優
る
所
以
を
詉
屻
す
る
に
常
っ
て
人
爲
的
に
先
行
教
を
產
出
し
'
そ
れ
に
結
见
が
伴
ふ
限
り
に
於
い
て
始
め
て
無
條
件
的
な
因
梁 

關
係
を
縦
立
し
ぅ
る
と1

K

っV

如
■を
。
併
し
そ
れ
に
も
枸
ら
ず
い
彼
に
於
い
て
•は
現
象
の
生
起
す
べ
きI

宛
の
條
件
の
人
爲
的
作
扔
と
現 

*

そ
办
/
も
の
と
の
*

別
は
明
確
に
さ
れ
て
ゐ
た
と
は
消
へ
難
い
。
否
む
じ
'ろ
然
.ら
ざ
る
が
故
に
こ
そ
、
彼
の
經
驗
論
的
諸
見
解
が
成
立
し 

将
る
の
で
あ
る
。‘
經
濟
法
則
を
現
實
の
傾
向
：

A
J

港
へ
た
所
以
は
、•
勿
論
、

' 
經
濟
現
象
に
關
' L

て
は
實
驗
的
操
作
は
極
，め
，て
P

れ
た
範
岡
の 

而
も
不
究
八
王
な
も
の
に
過
ぎ
な
_い
故
で
あ
る
。
，經
濟
擧
教
の
用
ふ
る
を
常
と
す
る，

o
t
h
e
;
r

 

t
h
i
n
g
s

 

b
e
i
n
g

 

^

0

^

と
沄
ふ
事
を
水
赏

的
に
確
立
し
3

る
如
き
實
驗
的
操
作
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
.一

定
の
條
#

を
人
爲
的
に
而
も
事
實
的
に
確
立
し
或
る
^
象

, 

•
• 

■

: 

-

.
を
讽
立
化
し
そ
の
結
艰
を
確
め
ぅ
'る
^

が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
堪
に
現
實
の
傾
向
に
企
ま
る
も
の
で
は
，な
か
，っ
.
た
で
'あ
ら
ぅ
。

,

經
濟
決
則
に
關
し
て
は
そ
れ
が
赀
驗
的
橾
怍
に
ょ
づ
て
確
立
確
證
さ
れ
ざ
る
が
故
に
、
，自
然
の
現
實
に
於
け
る
經
驗
的
妥
當

I
を
以
て
、滿

'一',
:
;寥

■

實

奴

麗

钇

指

顏

篇

孓

办

畫

者

齡

嗓

觀

把

觀

贫

叙

名

靖

敵
的
諸
原
囚
に
‘ょ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
れ
ら
科
學
の
赏
鼢
諸
科
瓔
に
對
す
る

」

っ
.の
特
徴
で
あ
る
か
の
如
く
考
へ
る
所
、に
は
前
に

.

._

.
 

. 

- 
■ » 
• 

. 
-

•

... 

- 

- 

.

.

.
;'-
::
;

s

t

:石
.補
.繁

^
'
_何
ぬ
: «

驗

繼

作

祀
1

っ
：ぜ

繼

件

的

因

嫌

の

兹

測

も

沿

の
屮
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
こ
れ
ら
の
法
則
も
现
赏
に
於
い
て
そ
の
妥
常
を
求
め
る
趿
り
單
な
る
傾
问
に
過
ぎ
ず《

豫
測
も
义
不
確
賢
た
ら 

:
ぐ
：ぎ
攻
を
得
&

い
事
钇
现
解
せ
ざ
^:
ゼ
の
^'
_

は
漆
る
を
得
な
^

^

^

的
受
當
性
を
叫
ひ
、.兩
#
を
，単
純
に
比
較
す
る
と
沄
ふ
祺
は
、
比
較
丄
が
た
き
も
の
を
比
較
し
た
と
袞
ふ
論
駁
を
免
れ
ず

'、
■更
に
窮
極
■的)

. 

■に
は
こ
、の
兩
矜
の
區
別
そ.の
も
の
が
不
ぎ
確
於
あ
っ
，た
。
或
は.货
驗
.の
人

爲

的

作

出

，
の

意

味

を

充

分

に

，

.理
解
せ
ざ
る
も
の
上
斷
ぜ
ざ
る
，を

：
 

科
な
い
。
又
我
々
の
經
濟
的
现
象
に
關
し
て
贤
驗
的
操
作
は
精
々
極
め
て
不
充
分
な
小
範
圍
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
一
衣
ふ
殆
ど
す
：ぺ
て
'の 

ハ
ぺ
人
_
飲

り

：
て

疑

.“

得

な

^ '
:

§
實
虼
面
^
て
’
1 ;
濟
法
则
_
經
驗
1

當
性
努
認
め
.る
審
絮
以
祀
滿
足:1
>
-た
：1
友
.ふ

奮

^

^

經
驗
論
#

た
る
面
目
を
認
め
.
得
る
.の
‘で
あ
.る
。

. 

. 

, 

.

••
.
•
'
.

.
以
上
の
如
く
し
て
、、，
兎
も
约
、
經
濟
法
則
は
傾
向
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
り
、
现
實
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

經
濟
法
則
が
，，

in-the-long-. 

I

t

に
於
い
て
妥
當
な
る
祺
を
覩
く
の
も
經
濟
法
則
に
赞
驗
萤
。
於
け
る
妥
當
性
で
.は
な
く
し
て
自
然
の
；ま

-\
の
；调
览
に
：於
け
-1
て
れ
. 

を
求
め
る
潘
の
證
據
で
あ
る
。i

o
c
g
,
r
u
n

 ,

な
る
本
の
\
蕻
實
的
時
間
の
長
さ
ぼ
卯
國
，で
は
な
い
.,.
0
.所
|
1宙
典
派
_の
時
代
に
於
い
て
ば
、
：.： 

そ
れ
は
今
：！：か
ち
見
丸
.«
極
め
.て
短
期
の
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ら
ぅ
:0
こ

の

>.〒
t
h
e
-10 n

-°?
run,

ノ
に
よ
っ
て
意
味
さ
れ
て
ゐ
る
听
の
，
 

も
の
、
.換
言
す
れ
ば
か
人
る
制
約
語
を
柿
入
し
て
法
侧
、的
關
係
を
示
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
所
以
は
、

一
に
か
X
っ
て
、
經
濟
法
則
を
現

: 

- 

-

-

'

.
■ 

■ 

■ 

-
:
.
.
.

(

謎 
5 
ノ 

- 

. 

. 

:
v 

. 

..'

實
化
准
冻
す
る
顏
向
: ^
ル

て
背
观
實
：に
於
け
る
'爱
當
牲
舍
求
：め
.ん
.
1と
^

.
る
所
.に
.存

す

る

と

：思

ふ

：め

.で
^

^
::
<
°
：ゝ
：
'
:.:
“ 

か
く
て
傾
向
と
し
て
の
•經
濟
法
則
は
、
彼
の
經
驗
法
則
に
對
し
て
、
ぐ
一
方
に
於
い
て
は
、
船
t

か
傾
向
な
る
故
に
、
丈
現
實
に
於
け
る 

妥
當
性
を
求
•め
る
も
.の
と
し
て
こ
れ
と
同
一
の
性
格
を
有
し
、
他
方
經
驗
法
則
に
は
缺
除
せ
る
因
课
の
關
係
々
導
入
し
、
窮
極
的
因
果
の 

法
則
ょ
り
こ
れ
を
導
出
す
る
辦
に
依
っ
て
科
學
性
を
確
保
せ
ん
と
す
る
所
に
.於
い
て
相
異
众
る
も
1

で
あ
る
:0
L
 • 

M
 
:
フ

レ

ィ

ザ

ー

の 

次

の
1

1

は
-

'の
猶

；
,

事

愦

：を«

办

疆

潔

：に
：表

微

せ

：る

餐

€)
;

^

:

 

.を
汰
«

筹

'1
.

-'
<

撕

調

：せ

ふ^

ず
石
银
叔
城
_

<

1ほ
^

た
- ^
—

规

を

有

ォ

；る
^

と
：_

4

形
武
ゆ
こ
.
.
0命

あ
る
。
と1K.

ふ
の
は
そ
れ
は
八
と
3
そ
の
-%
の
の
間
に
普
遍
的
關
係
が
存
花
す
る
.と
沄
ふ
祺
を
意
味
す
る
と
共
に
、，.
現
實
の
事
態
は
大
體 

メ J

め
.關
痛
を
表
一
.

I

ザ
る
如
>

に̂
坐
ず
ふ
-'
^

の
.本
^

る
と
宠
'ふ
繼
を
意
_

し
七
.が
ざ
，か
6
:で
あ
^

.^
例
：
^

流
れ
名
傾
向
が
養
るi

 

“名

其

ふ

：事

は
^
賀

樂

及

び*；
#
•の
» :
邋

ふ

財

貨

：
の
：
選

褲

：

©
#
.
_阪
^

.ガ
あ
る
為
ち
ば
,>
:
_
:ぃ
：價
播
領
狨
_
あ
高

：ぃ

衡

格

領
#

へ
：'の
蓮
*
が

翁

る

で_

祝

沪
^

衣
%

杣

象

に
^

格
は
同

|

の
時
所
に
於
い
て
通
常
或
，る
財
貨
に
と
っ
て
同
一
へ
で
あ
る
と
一K

ふ
歷
史
的I

般
化
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
一
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三
六
六〕

、

づ
の
刺
微
は
別
々
に
分
離
さ
办
る
な
ら
虹
無
意
味
な
も
の
と
な
る
で
あ
ら
ぅ

°
兩
者
が
統
一
さ
れ
て
始
め
て
そ
れ
は
古
典
派
經
濟
现
論
の

■

■-
-
 

-
.
.
-

■
■
■
■

へ

.
-
.
-
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.
-
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.
.
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:

v
-
n
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t

.

:

.

-

.

〈

.

■
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-

■

.

.

-

ぐ

.:
'.
.
:
.

,

-

ft
も
汛
耍
な
法
則
の1

つ
を
乐
す
の
で
あ
る
。

」

-と
。"リ
カ
ー
ド
が
、'何
故
に
取
分
け
て
法
則
を
設
定
せ
ん
と
す
る
か
を
疑
は
れ
る
稗
务
ぐ

—

德

灘

：顧

外̂
修
爾
を.

教
ぜ
.美
は何

.：

議
語
ノ
麥
&:
名
稱
a

w
料
®1

ふ
馨
で
每
な
_

則

攸
を
求
め
ん
と
す
を
が
故
で
^

る
。
か
k
ゐ
法
則
に
執
し
て
、
そ
の
_前
提
や
そ
の
妥
當
性
を
.歷
臾
的
經
濟
的
进
盤
か
ら
檢
討
せ
ん
と
す
る

' 

,

.

@
18) 

-

, 

I

、
そ
の
決
則
の
論
理
的
牲
袼
ょ
り
娀
て
芷
當
众
設
問
で
あ
る
。
，(

併
し
同
1

の
論
法
は
後
述
.の
諸
法
則
.に-
は
直
ち
に
許
容
さ
れ
な
い
の
で
あ
る)

.
要
す
る
に
.こ
の
立
場
に
，於
け
る
法
則
に.は
^
實
性
と
論
理
性
と
の
：卽
自
的

a
n

 s
i
c
h

な
統
一
が
あ
る
。
そ
れ
が
卽
自
的
に
圯
ま
つ
た
所

以
の
も
の
は
、.前
诞
の
如
き
、
自
然
の
まX
の
現
實
と
人
爲
的
實
驗
的
秩
序
の
混
同
に
あ
る
。
'物
理
離
、
化
學
と
雖
も
尙
、
瓸
大
に
し
て

猶
緻
な
务
*
驗
裝
_

,
設
.立
_

耍

せ

ず

，、
；
：
叉

^

文
戰
、齡
象
學
、勝
亦
海
蒙
等
を
鉍»
ゆ

置

動

:^
^;
^.
る
區
別
.浓
不
明
確
と̂

鹼
と
_
も
人
像
狗
な
る
ょ
り
も
む
し
ろ
斯
與
的
な
性
格
を
ょ
り
多
く
有
す
る
の
も
止
む
を
得
ざ
る
當
然
と
袞
は
ざ
る
を
得
な
い
。
又

「

見

■^
ざ
^
手

: ^
：
激
谁
爾
^
は

嗥

貧

：：1

1 :
載
鞭
雜
に
對
_
务
_
然
_

着
念
が
：
_
 

め
^ :
^-
考
べ

■:
f
eれ
名
の
龙
あ
る
^
汉
此
較
_
短
期
め
生
崖
過
程
あ
倚
厳
定
的
が
未
來g

w情
ぼ
規
袪
に
«
っ
'
將̂
來
を
考
霞
す
が
豫
：想'の
瞅
M -
ゆ

-
.■.
■.
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ン
へ
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.
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:
..
•

办
意
_
を
與
ベ
る
祺
が
出
來
な
か
つ
た
で
ふ
ら
ぅ
。
か
く
て
意
識
的
な
現
象
も
こ
、
で
は
自
然
的
な
現
象
：と
同
じ
ぐ
、

.，過
_
淤
現
茌
を
，％ 

•そ
し
て
现
许
が
未
來
を
決
定
す
る
と
な
才
因
见
の
體
潘
に
ょ
つ
て
把
捉
さ
れ
ざ

.る

を

得

な

か

つ

允

の

，で

あ

る

。
舀

然

法

則

と

^
間

行

動

に 

_
ず
る
^

-;
|
(
|̂
:'
-
0̂

に
ば
い
«
:«
的
^

_
め
 ̂

の
を
.認
；め
.る
»
が
瓜
來
な
か̂

た
の
.も
、
 

水
赏
的
に
ふ
觀
念
的
に
も
け
だ
し
必
然
的
な•歸
結
と
一
沄
は
ね
ば
な
ら
な
い0
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、
叉
放
ノ
ゥ
ナ
ー
バ
ー
の
理
想
型
の
論
理
的
性
格
で
あ
る
。

C1K
し
ゥ
•
ェ
ー
バ
ー
に
，
於
い
て
现
想
¥
:
の
權
成
が
、
'

:

赁

想
; ©
;遊

: ^

た
を
か
、̂

■

論
省
';
#

な

緣
-

^

_の
乘

览

；
の
_

赛

ゆ

鼻
體
满
^

_

化
腐
象
が
*

識
痄
對
^

る
.そ
：办
教
來
^

あ

'々 ^

.ー#
^;

灰
'3
,

:
:§:

跃
果
：と
は
.
 

別
に
、.
そ
，の
思
想
像
そ
の
も
.の
は
视
货
に
於
い
て
經
驗
的
£

見
出
し
得
ず
、
唯
そ
れ
自
體
に
論
理
的
統
•-
*

を
有
す
る
も
の
で
あ
る

)

拙
§

、

て
か
ぐ
る 

法
則
の
恶
本
的
な
論
现
的
件
格
と
そ
れ
を
成
立
"せ
：し
め
る
論
理
的
极
底
を
海
察
し
て
み
ょ
ぅ
。
 

._ 

-

5;
«
、第
ニ
:'
£

擧
げ
ら
れ
る
べ
：き
は
、
が
戈

の
中
に
於
い
て
の
み
そ
の
成
立
と
成
媒
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
一

K

ふ̂

、
ッC
し
て
か
\

石

限

り

に

於

い

で

の

み

そ

，の

.無
修
件
的
普
週
安'. 

當
件
を
#
求
し
ぅ
る
と
.た
す
；̂
の
で
あ
な
と〗K

ふ
讓
で
あ
る
。
そ
め
意
味
す
る
所
の■%
の
は
、
法
則
と
は
现
實
に
存
す
る.と
^
ふ
如
ぎ

の̂
. 

で
は
な
く
'
人
間
の
§
造
的
奶
惝
に
侬
.つ
て
作
出
さ
れ
る
も
の
で‘
る
と
沄
ふ
事
で
あ
る0
.
,
も
れ
，は
現
赏
'に
於
，い
て
發
羝
さ
れ
る
.も
の
で 

は
な
く
し
で
認
識
の
主
觀
に
侬
つ
て
作
り
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
批
判
的
悟
饨
の
機
能
に
迪
づ
ぐ
論
现
的
統
一
を
有
す 

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
於
い
で
は
因
银
性
と
ぼ
認
識
主
觀
の
形
式
と
し
て
純
粹
悟
饨
槪
念
で
あ
り
そ
の
必
然
性
■は
純
粋
悟 

、
性

槪

康

の

先

：

f

的

必

然

性

：で
^ *
る
：
。

逆
：ぬ

加

が

冬

認

識

論

_
暴

は

離
-'
,
%
非

經

驗

_

妃

氣

爲

的

軼

序

灰 

則

：
絶

し

や

赞

谏

电

レ

^

得
如
ひ
セ
ぉ
今
”
事

實

を

論

迦

の

^

別
冗
自
然
へ
の
贪
乂

’
Xる
法
則
を
理
解
す
る
根
本
的
契
機
で
あ
る
の.で
あ
'る
。
と
れ
に
對
し.
.て
見
れ
ば
前
述
の.傾
.向
と
し
て
.の
經
濟
法
則
を
^V

背
後
に
は
論
：
 

理
的
な
も
の
を
何
處
ま
で
も
辦
實
的
な
も
の
に
依
っ
て
恶
礎
付
け
、
前
#
は
後
莕
の
中
に
常
に
必
ず
そ
の
對
應
物
を
有
す
る
と

1K

ふ
意
味 

に
於
い
て
兩
矜
を
連
續
的
に
渴
へ
る
經
驗
ホ
義
が
存
す
る
と
云
ふ
琪
ぬ
な
る
の
で

'あ
る
。
，
 

•

分
吟
,
■
述

す

明

ら

が

な

る

動

法

成

立

.の
認
識
論
的
蓮
_
於

先

驗

虫

蘧

籍

成

寒

義

で

.私

る 

認
識
に
於
い
で
も
認
識
：

H
M

の
.積
極
的
敗
鞲
減
が̂

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
經
驗
に
論
观
上
先
行
す
る
先
天
的
婴
素
が
な
け
れ
ば
な

^
お

，
 

い
。
そ
れ
は
存
莅
す
る
も
の
を
單
に
映
し
取
る
の
で
は
な
く
し
て
認
識
生
觀
に
依
つ
て
一
定
の
條
件
が
思
惟
的

.

に
！！

成

さ

れ

こ

X
に
於
い 

て
琳
象
間
の
關
係
が
確
立
さ
れ
る
と

1K、

ふ
事
で
あ
る
。
勿
論4

影i

權
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
メ
ン
ガ
ー
も
前
述
の
非
經
驗
的
要
素
に 

.、

「

部
分
的
に」

な
る
限
定
語
を
附
し
义
か\
る
要
素
め
確
立
に
經
驗
的
現
實
生®
的
分
析
の
必
要
'を
認
め
て
ゐ
る
。
' 感
性
的
所
與
と
先
天 

的
槪
念
の
自
覺
的
統
一
と
し
て
の
統
覺
の
き
用
こ
そ
現
象
の
認
識
一
般
の

•窮
極
的
根
據
で
あ
る
。
客
観
の
統
一
の
恶
礎
に
は
主
観
の
統

J 

ニ
へ
一.ー
經
濟
法
則■.の
：論
理
的.性
格
及
：び
：
そ

^
;妥
當
獬
に
關
す.

：

る
葙
节
め
：考
察：
-:
'

'

■ 
一. 
.
.■
■'.
.
へ

：

ベ'ノ

,̂
セ

：...
yv
.三
.
s

v

y

v
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五
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二)

:

所
！i

意
識U

般
の
’自
己
同
.一'が
な
け
れ
，
な
ら
な
い
の

>
,

あ
.る
"
法
則
の
’構
成
も
經
驗
以
上
の.も

の

に

^

つ

て

可

能

で

あ

り

ハ

义

そ

れ

に 

ょ
•つ
て
普
靡
愛
當
性
を
要
求
し
夕
る
の
で
あ
る。
-

:

‘
•

- 

•
:,
' 

, 

,
,
•
,

.

.: 

•
 

' 

V
:

- 

葙
の
如
ぐ
精
密
法
則
の
確
立
と
そ
の
、王
張
の
根
底
に
は
商
然
の
ま
ま
の
、現
實
と
論
理
的
人
爲
购
な
も
の
の
峻
別
.及
び
認
識
生
觀
に
依
る 

咨
觀
の
膦
成
と
一

K

ふ
最
も
兹
本
的
な
原
理
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
•併
し
我
々
.は
玆
に
於
い
て
か
'

見
解
を
批
判
的
に
檢
討
し
て
み
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
精
密
法
則
が®-
驗
法
則
や
傾
向
と
し
て
の
法
則
に
對
し
て
完
全
な
る
經
驗
的
現
實
卽
ち
自
然
の
ま

X
の
現
實
に 

被

.呢尤
：

か潔
：

I

則
^'
普

的

.た

が

得

な

勤

务

必

觉

法

則

吃

論

：理
：脱

唆

^
■

顏

減

が

麓

味

也

於

咐

あ

事

實

的

だ

氡

ダ 

切
り
離
し
たと

一
巧
ふ
琪
は
一
つ•
の

重
婴
な
革
新
であ
る

。
.併
し
法
則
的
な
も
の
は
爭K
的
な
も
の
か
ら
金
ぐ
峻
別
さ
れ
取
に
斯
！
1
^
|
»

• 

V•,
/ v
.'
:

.'
-
.
.
:
.'
;

.

;へ
.

:..

..
-:

■■
■
 

-•■
,
 
一
.

パ

,:
'
-
'
. ノ
.

-

. 

-

'.

v''
'

'
-
v
'

-.
-

'

■.
'
,
'
■;
-

.■
■:
■

.

■'
,

■:
'
■
'
，

..

..

 

:

■.VVV 

:

.

:

的
統
通
矛
盾
性
安
以
尤
事
嚴
：找
W
么
爲
t
得
る
努
灰
：あ
改
議r

 

:箪
_
胁
惟
的
呤
作
出
ざ
れ
尕
闹
定
ざ
れ
だ
前
提
垮

-

.

.

. 

• 

- 

. 

- 

- 

- 

•ブ
-.

.
- 

-

-
.-

 

- 

- 

- 

. 

. 

'
-
-
.
V 

-
• 

Q

2
 

) 

.

-

.類
防
%.
命

：忙

相

蕾

党

龙

芩

論

规

.養
思
惟
的
統
：—
>

#然
、：̂

當
$
を
议
で
滿
足
玫
^
 

「

:

3
我
.也
；
は

祀

だ

：と

.き
_
然

め
#
キ

啟

現

赞1;
^
杂

意

爾

_

於

咪
:-
^
)«
靡
的
处
，
.ゆ
氣
^̂
^

な
も
の
と
<0
.關
係
、
'
,そ
れ
に
.ょ
る
確
證
を
要
.1
.な
い
で
あ
ら
ぅ
か
、
特
に
經
驗
科
取
に
於
い
て
如
何
。
！
に
於
い
て
我
々
は
單
に
奶
衝
吵

作

f

;
魏

■

、
へ
：恰

簿

理

.農

於

け

福

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
驗
萤
の
諸
駿
镫
'
そ
れ
に
於
け
る
祺
物
の
謝
饨
質
や
諸
關
係
は
決
し
て
單
に
自
然
の
ま
$
の
現
赏
の
そ
れ
_で
は
：

. 

, 

-
.
. 

- 

• 

: 

• 

- 

- 

■ 

■ 

V
- 

• 

• 

• 

: 

■

•
 

• 

r 

.
•
.
.

■- 

• 

•
-

.

.
- 

.

.

.
•
•
.
, 

• 

:.
• 

- 

... 

.

. 

- 

- 

.

.

.

.-

...■:
--
.
.:.. 

. ”...
 
,...... 
. 

.

:.
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

. 

' 

.

.

.

.

.

.

. 

•

•■

る
。
而
も
そ
れ
は
單
に
思
惟
的
な
も
の
で
は
な
く
し
て
箏
赏
的
な
#
!味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。'
玆
に
於
い
て
.我
々
は
へ
事
實
的
な
も
の
を
*

「

：
.■-
:■ 

-V..V. 

(

% ね〕

'
-
' 

-
-
V
-

自
然
€>
:
ま
ま
：の
現
墩
的
な
士
の
と
實
驗
室
に
於
げ
务
事
實
的
な
％
の
と
：̂

^
別
じ
な
.け
.れ
ば
_

ら
-な
：.い
'0
後
者
は
事

的
な
も
の
.の

a
n

 

u
n
d
.
f
t
i
r

 

s
i
c
h

な
統
一
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
で
.あ
る
。
物
理
取
上
の
諸
法
則
は
自
然
ひ
ま
'
の
秭
實
：に
.於
，ぃ
.て
普
_

.的
安
當
性
耙
有
し
は
：ゐ
な
い
。#

ね
そ
_
は
眾
ぼ
戚
惟
的
に
の
.み
作
出
洛
凇
尨
諸
前
提
.ぬ
^
に
%

.
'は
f

著

レ

實

驗

室
■

VV
醫

现

■

■

的

ハ

裏

鐾

.い

.て

.は

氣

則

を

自

然

の

：き

^

.の
_

實
涉
岛
切
が
摩
書
急
に
知
て
绮
_
理
§
«
仏
^

■
め
ん
^

知
し
て
ゐ
な
い
め
で
あ
る
。
こ
れ
は
义
そ
の
栽
礎
た
る
横
成
主
義
が
ル
惟
邮
歡
照
的
權
成
主
義
に
I}
:

ま
を
^

を
意
味
し
て
ゐ
る
。

彼
.の
'意
雛
ー
へ
般
た
る
も
の
は
世
界
の
外
か
ら
货
淋
を
觀
册
す
る
服
で
あ
ヵ
、
、木
來
、靜
的
な
も
の
で
あ
る
。
規
贸C

客
觀
vy

に
對
し
て
行
喷
的 

.

i

i

M

lす
と
沄
ふ
意
味
に
於
い
て
動
的
な
允
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
併
.
し
乍
ム
思
惟
的
觀
照
的
構
成
キ
：義
は
行
爲
.的
干
涉
、的
構
成
粜

' 

義

へ

麝
^

樣

ば

；な

ら

ぬ

。

所
I

f

祖

ゃ

不

證

性
S

I

」

れ
l

i

t

の
で
あ
る
！
‘
況
ん
ゃ
社
*

I

I

いV

お
や
で
あ
る
。

，
'

'

ぐ
 

'
, 

•

( 

：

、

.

>
我
方
;0
認
識
0
'隹
興
故
.^
_

_
ぃ
» :
界
め
外
ル
_

说
«
册
的
敗
脲
§
取
*
で

し

^
..
^

::
#

揚

し
つ
\
世
#

の
眞
髓
に
廹
ら
ん
と
す
る
.も
.の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。.
’こ
れ
は
义
軍
に
中
；觀
姓
含
排
除
し
、
‘•之
と
對
立
す
る
意
味
に
於
け 

_

る
鎌
阶
&5"

客
觀
性
へ
の
.愦
If
が
實
は
抑
挣
邮
か
容
觀
蚀
へ
の
そ
れ
に
過
ぎ
ず
、
眞
か
咎
觀
性
は
所
謂
主
落
が
そ
こ
'に
於
い
て
■あ
り
、
そ 

r
jr >
:
&
s
.
p
fr
'
魚
§

む
孙
务
；̂
か
於
勢
か
か
如
の
で
知
^
認
識
と
は
か
乂
る
世
界
そ
の
も
の
‘の
自
己
杏
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
茇
ふ

ン
根
本
的
見
航
^
通
オ
^

の
^

あ
^

—

-̂^
-的
氣
纖
-^
-艘
衣
從
海
七
ず
^

秦
 

.な
も
の
は
論
理
的
な
も
の
の
外
に
こ
れ
と
對
立
す
る
も
の
と
し
て
殘
さ
れ
る
で
，あ
ら
ぅ
。

」

M 

,女
ェ
.
{
バ
ー
に
於
い
て
法
則
的
な
も
の
は 

理
想
型
と
し
て
認
|
|手
段
と
考
へ
ら
れ
た
と
3-
ふ
辦
は
經
驗
的
现
毁
ハ
倘
性
、的〉

. 0
思
惟
的
盤
序
と
运
ふ
漆
に
.、
文
化
科
學
的
認
識
の
特
質 

V
.あ
る
と
蔣
へ
ら
れ
た
が
故
で
あ
る
と
し
て
も
、
、偷
決
則
的
な
も
の
そ
の
も
の
を 
一
0
の
思
想
像
に
止
あ
た
；^.
武
ふ
辦
の
极
底
に
は
お
の

.
- 

.

.

. 

V
- 

. 

-

-

 

■ 

■ 

. 

• 

- 
■.广

如
き
根
本
的
立
場
が
存
し
た
と
思
ふ
。滞
し
.ゥ

T
;1
\
丨

•の
方
法
論
が
旣
に
：G
e
l
r
d
fl
>
.
n
s
fa
>
i
nた
、る
資
本
主
義
社
' #
を
；

n
a
c
h
d
e
n
k
e
n

す

'
.ン
.で
.::
:
-ゾ
縫
濟
法
則
の
％
_

的
衝
格
及
_
&
弋
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'
大
0

(

三
七
四)

' 

. 

る
所
に
そ
の
立
場
匕
意
義
を
有
す
る
も
，の
と
一
其
ひ
得
る
な
；5
ぽ
、
、そ
れ
は
又
お
の
祟
と
相
應
す
る
も
•の
と
沄
ふ
鄯
が
出
^

^

こ
れ
に
封
.

-
-
1

て
.
-
:
-
.
.
-
.
.
.
.

ソ-

■ノ
 

- 

' 

.

.

. 

:
.
.

■

-

 . 
' 

■ 

.

,

-

•

し
て
前
揭
の5]
•>

ィ
グ
ロ
ッ
来

の

Healisierbar. s
c
h
e
m
a
、

そ
の
認
識
論
的
立
場
と
七
て
の.

Herstell

CJ.n
g
s
t
a
n
d
p
u
n
k
t

と
运

ふ
も
の
^
こ
の
行
爲
的
_
成

主

義

に

立

_

す

る

-%
め

.^
溝
へ
る
。
.唯
、
■故
で
か
\
る
_
成
主
氣C

特
に
私
會
和
學
に
於
け
る

)

に
關
し
て
'

 

檢 

要
f

B

軎

锻
::
%
運
興
派
間
顧
は
::
'
>
,
:
減
程
實
驗
窒
0-
轶

.#
_
誅
定
_
_
:
^
的
沭
爲
的
且
ー0
*

«

的

麽

法

則 

と
し
て
も
、
社
會
現
象
に
於
い
て̂

^
に
し
，て
か
X
る
秧
序
の
設
宠
そ
の
も
め
が
可
能
で
あ
る
か
ど
菸
ふ
祺
で
あ
る
？
今
此
處
に
こ
れ
を 

深
く
檢
討
す
べ
身
餘
裕
は
な
い
が
、
.
社
會
現
象
に
關
し
て
被
、.物
理
摩
に
於
け
る
如
き
賢
驗
室.の
秩
序
の
設
贫
が
不
可
能
な
事
は
明
ら
か
：
 

で
あ
る
。
我
々
は
そ
れ
を
ニ’囘
限
り
の
歷
史
的
實
驗
と
し
て
歷
史
的
政
策
，の
問
題
，と
結
が
付
け

ざ

.^
令
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
要
は
精
密
法 

則
と
し
.て

の

經

濟

祛

則

の

根

底

に

.
は

構

成

主

義

が

#

し

そ

れ

ば

行

：爲

的

權

成

生

義

に

ま
で
徹
成
さ
•れ
ね
ば
な
ら
な
い
事
、
從つ
て
何
ら
か 

い
の
:*
—

_

■き
_
論
纖
的
人
ー
爲
的
沮
嫌

«
實

的

众

秧_
霞

鑛

が

：浓

两

敗
_

_
を

觀

き
_

I
T

右
の
精
密
法
則
な
る
も
の
：̂
現
實
に
存
す
る
と
一
其
ふ
如
き
も
の
で
は
な
く
し
て
我
々
の
_

成
せ
.る
も
の
で
あ
-り
、
從
つ
て
句
ら
か

:
:
-: 2
:
舞

炎

益

^

^

？

_

序

祭
^

群

^

及

％

そ

)
の
« -

_

件

的

普

|

^

箴

_

_

鮮

張

ー

於

洛

_

命

.則
た
る
と
精
神
科
擧
、.次
化
科
彤
、
社
脅
科
學
の
そ
れ
た
る^-
を
卯
は
‘な
，いC 

■如
何
な
右
現
象
に
關
す
る
法
則$
あ
ち
.ぅ
と
本
そ
れ
が
何 

時
如
仞
な
る
所
に
於
い
て.も
受
當
で
あ
る
の
は
右.の
如
き
意
味
に
於
い
て_の
み
で
^ 8
^ 1

8
。: 

/ 

.

:

. 

‘ 

‘ 

、

、

'
.:-
;';
-
翁
^
か
\
る
精
部
法
則
_

れ
启
然
科
學
：の
凝
則
疫
對̂

は
：精
密
！̂

;;
a：
炎p

行
動
の
科
擧
难
法
服
を
©'
、®

:
■

が
敗
論
理
■
覼
傲
«
#.
じ
な
ド
«>
-
^

で

あ

，る
，と

考

へ

る

の

で

あ

る

。
經

濟

亭

は

1K

ふ
ま
で
も
なV

、

人
問
行
動
の
一
種
或
は
一
局
商
ど
し
て
の
，經
濟
的
行
動
に
關
す
る
學
で
あ

る
0
.從
っ
ズ
そ
れ
は
自
然
的
過
程
に
對
す
る
人
間
行
動
の
.論
理
的
權
造
に
依
る
特
殊
な
制
約
を
有
し
な
げ
れ
•ば
な
ら
な
い
。
先
づ
從
來
考
’. 

•
へ
ら
扑
て
來
た
經
驗
科
學
の
.緻

驗

な

る

語

に

於

い

、
て

_外
的
經
驗
と
沄
ふ
も
の
を
港
へ
る
な
ち
ば
、
.
.そ
.む
に
は
或
る
直
觀
的
な
も
の
攸
.な
け 

•
れ
ば
な
ら
な
い
1
所
諧
先
天
的
線
合
1
:獻
の
綜
合
と
は
こ
'の
，值
觀
的
な
も
の
_に
飲
‘っ
て
支
.<:ら
れ
て
ゐ
る
% '

の
で
あ
る
'。

而

し

て

.こ

の

直 

觀
的
な
‘

の
.と
は
我
今
の
膝
覺
に
依
.っ
.て
把
え
得
る
も
の
で
あ
る
。
-我
に
.ル
な
各
も
の
、'
.
.
我
^
抓
與
た
る
も
の
ぼ
、
.先
づ
.か
>
る
感
覺
に 

依
っ
て
我
と
接
觸
汝
有
す
る
と
一K

ふ
事
は
確
か
な
^

で
あ
る
。
經
濟
學
的
_

^
に
於
い
て
%•
勿
論
か
k
る
も
の
が
存
、し
な
け
れ
ば
が
ら
な 

い
：3
.人
|-
1
:の
橋
減
/ 

M

o騰
落
く
國
民
所
得
水
準
の
變
動
等
之
す
ベ
て
感
覺
に
.依
っ
て
把
握
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
.0
そ
の
限
り
に
於 

ン
■

經
1

は
外
的
I

I

I

。
併
し
I

'
 

I

で
も
t

i

l

ぃ
て
事
物
を
識
別
し
、
そ
の
|

_

成
し
パ
J

:,
•

M

r
II
物
間
.の

顏

ど

し

：匁
の(

法
則
釔
構
成
せ
^
わ
す
が
な
ら
ばS

所
與
：の
.事
物
.の
*

る
感
覺
的
_
通
# )
.&

.
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/

覆
的
出
現
が
逃
礎
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
感
覺
に
と
っ
て
哿
遍
的
，な
も
の
と
は
空
間
的
に
ル
共
通
性
で
あ
り
、
時
間
的
に
は
探
覆
. 

•:,
.隹
 

我
々
が
或
る
時
或
る
所
に
於
い
て
感
覺
的
に
或
る
も
の
を
把
え
る
と
.一

K

ふ
蕻
は
、
我
々
が
或
る
位
置
か
レ
或
る 

、
方
向
を
以
て
把
免
る
辦
で
あ
り
、
こ
の
位
置
と
方
时
に
依
っ
て
そ
の
當
該
辦
物
は
異
な
っ
'た
様
相
を
有
す
る
。
义
事
敝
そ
の
も
の
の
，枳
瓦 

■

.

.の
關
係
、へ；事
物
の
置
か
れ
て
ゐ
る
狀
態
に
依
っ
て
種
々
様
々
な
る
感
覺
的
様
相
を
虿
す
る
の
で
あ
る
。
從
っ
‘て
も
の
の
世
界
に
於
い
て 

も
、
.そ 

反
覆
性
と
一K

ふ
%'
の
は
我
々
の
位
置
•及
び
方
向
更
に
も
の
ぞ
の
も
の
'の
於
い
て
あ
る
場
に
相
對
的
な
も
の
で 

■
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
乂
同
一
物
も
異
な
る
時
•
處
に
.於
い
て
異
な
っ
た
も
の
で
あ
り
叉
感
覺
的
に
同
一
と
考
へ
ら
れ
る
•も
の
が

:

■

-

■

■

.

.r
-

ン

 

• 

' 

.

.

.

.

. 

- 

, 

.

■■
;
.
- 

一
 

.

.

.

.

ブ

.

異
な
っ
た
'4
の
で
あ
り
、
M
に
逆
に
感
覺
的
に
興
-^
っ
fc
も
の
が
同
一
の
も
0.
セ
あ
り
得
.る
の
で
あ
る
。
.そ
：れ
故
蕻
物
に
っ
い
て
何
等
か

-. 

.

.
- 

,

ノ 』

.

I パ.. 

.
* 

. 

. 

. /
■

の
.一

般

化

を

な

さ

ん

と

す

れ

ば

、

單

に

應

，覺

，に

基

づ

く

亊

は

圯

來

な

い

の

.で
知
が
。
バ

、
■: 

\
、
 

. 

; 

■

こ
の
間
の
祺
態
，は
人
間
の
行
動
、
人
間
と
も
の
の
關
係
、
人
間
と
人
間
の
關
係
に
於
い
て
は
如
何
。，
人
問
の
行
動
に
關
し
て
は
我
々
は

•
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濟
藤
則
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論
理
的
性
裕
及.ぴ
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.そ0'
妥
常
独
に
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關
す
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费
千
：
の
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察
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學
#
雜
認
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’第
四
十
六
卷
，
第
五
號
：

'*
:
■
 

. 

‘ 

'、
 

六
ニ 

C
H七
六)

、

感
骰
的
に
全
で
異
な
っ
土
も
の
に
，於
い
て
尙
同
一
の
行
動
を
记
出
し
、
逆
に
、又
感
覺
的
に
全
く
同
.

1

の
も
め
に
於
い
て
全
ぐ
異
众
っ
た
行 

動
を
見
出
寸
事
が
出
來
る
の
ノ
で
あ
る
^
從
づ
て
人
間
の
行
動
は
單
に
廒
覺
に
齊
っ
‘い
て
判
別
す
る
讓
は
不
適
^

乃
至
不
可
能
で
あ
る
。
^
: 

じ
そ
れ
は
人
間
.の
行
動
に
關
し
て
は
、'
.そ

，
の

感

覺

的

過

程

が

問

題

.で
あ
る
ょ
り
ふ
、
' そ
へ
の
有
す
か
意
味
，が
問
題
で
あ
り
、
■そ
の
か
か£

1
#
.

•
•
•
<
;
. 

•• 

. 

•
 

• 

• 

■ 

■ 

. 

•• 

• 

V 

- 

- 
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パ.
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：
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.
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,
、
.
.
.
'

. 
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.
い.
•
-
.
. 

. 

k

:

;
-;
4
i
.
p
m-
#
な
る
.故
：货
お
：る
：0ー
请
1

衣
，
れ
态

’

偵
値
と
の
關
聯
に
名
す
.る
の
で
あ
る
。
然
る
に
意
味
或
は
憤
値
.と
.一

K

は
れ
‘る
も
の
.は
超
感
覺
的
だ
ぢ
の
な
る
が
故
'に
、
單
に
‘外
的
經
驗
.を

:
.
,ニ'
基
_

ど
龙
各
事
焓
依
々
て
姑
免
人
間
符
_

@
か
ぶ
：％
深
*
は
：掘
搪
^ :
-
得
；1

^

1
紇

::
1

ー_

私
：所
謂

.ば
な
ら
な
い
ど
海
へ
ら
れ
る
•の
で
お
る
。
' 而
し
て
贺
に
そ
の
根
底
に
は
1
自
B-
が
自
‘己
に
於
い
て
©-
-
1
0を
見
る
と
耷
ぶ
所
謂
內
#
乃
.茧
自 

‘ 

c
rgf
s
 

. 

.

,

.
覺
と
一K

ふ
も
の
、
卽
ち
內
的
經
驗
な
る
.も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、考
へ
る
、の
で
あ
る
。
玆
に
作
宵
と
は
自
己
が
自
己
に
於
い
で
隹
迅

を
•見
る
^

衣
ふ
鄯
で
あ
.る
が
'
*こ
れ
が
、可
能
で
あ
石
の
は
自
'己
が
自
己
以
上
の
4'
9
.に
勝
れ
る
事
.に

依

、
っ

て

で

，あ

旮

。

自

•己

が

自

己

に

於

'い
てM

t
!

を
見
る
と
ば
、
同
時
に
自
己
が
他
に
於
.い
て
自
己
を
見
る
事
.で
な
け
れ
ば
な
ら
'な
い
。：
そ
れ
は
自
已
ぞ
苜
己
の
於
い
■て
あ
る
爆

ベ
内
己
.と
も
の
、自
己
と
他
赍
と
の
關
聯 >

 

に於
い
て
把
え
る
事
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
i
n
Bと
.は
か
k
る
關
聯
そ
の
も
の
の
中
.に
あ
る
ど

共
に
か
X
る
關
f

.
の
も
の
に
於
い
て
自
B
を
知
り
' 
且
.っ
、
■此
の
關
聯
を
映
す
も
の
で
あ
る
。
從
づ
で
內
省
と
は
認
識
の
'一
っ
の
原
理

に
止
ま
ら
ず
.
<
;間
の
存
在
の
冻
り
方
.そ
§
も
の
を
示
、す
％
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
如
い
。
•.か
く
て
認
識
に
と
っ
て
も
存
莅
の
缶
り
，方
に
と
'っ

ノ
-:
:
:冗
粘
]1
&

ど
自
玛
处
於
：ぃ
.：て

灰

る

_

聯

そ

觀

衡

ヴ

游

*
藤
,
ぁ
；€
:秦

^

と
，

1
K

ふ
如
ぎ
% !
の
セ
は
な
ぐ
セ
て
、、.自
己
が
他
#
.と
抒
爲
的
に
關
係
す
る
そ
の
、時
そ
の
處
に
，於
い
て
作
ヶ
出
さ
れ
る
も
の
で
な
け
，れ
ば
な
.

,.

ヽ
£
2
 
ノ 

,

:. 

.、

ら
な
い
.。
從
づ
.て
义
人
間
行
動
，の
莅
り
方
を
類
型
化
し
"
pi
に
が
\
る
行
動
に
關
す
る
何
ら
か
0
ニ
般
的
法
則
的
な
る
も
.ひ
を
求
.め
：ん
之 

す
る
^
ら
ば
、
.所
與
的
.に
故
杻
す
る
も
の
ど
じ
て
で
.は
か
く
、
そ
の
晬
そ
の
處
に
.於
ぃ
<て
作
り
出
ざ
れ
る
醱
.
そ
の
も
の
を
規
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
の
如
く
し
て
規
定
'さ
れ
る
關
聯
な
る
も
の
は
感
覺
に
依
つ
て
把
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
故
に
、
感
覺
的
に
異
な 

つ
’た
も
の
も
同
一
の
關
歡
に
於
：

i

て
あ
り
、
.逆
に
同
ー」

の
も
の
も
提
な
る
關
聯
に
於
い
て
あ
.る
亦
が
可
能
で
あ
そ
。而
も
す
ベ
て
の
も
の
.：
 

を
可
能
性
と
し
て
含
み
得
る
が
故
に
、
か
\
■
る

關
«■
は

ー

般

的

で^ ;
.
る
;0
前

述

の

精f密

法

則
9
人
.爲

的
»

晚

的

熟; »
:
'
ガ
:}
6

.\
^

意
.味

に

於
• 

け
る
關
聯
の
設
定
を
意
味
す
る

'

限
り
に
於
い
て
、
意
識
的
存
在
#

と
し
て
の
厂
間
行
，_
に
，_
す

る

科

幕

の

，法

則

と

し

て

單

に

認

識

論

上

の

；
ン

'-
.1
:泼
則
が
し
.'て
に
：.此
光
、ら
^ :)

：» >
鬆

办

篇

&
# >
_
^ >
§
洼
_
^:
見
« -
'
ざ
设

:̂
人
瞅
0
自
3
認
識
の
：仕
方

)

に
相
廳
ず
べ
：
き
*
味
を
有
嚏
^
^:
の
と
«
へ
る
事
が
^
來
ダ
0'
p
fc
:
る
，
精
密
法
則
が
認
識
論
的
忆
贺
求
ず
乃..
•

」

修

質

は

直

恢

慨

念

的

：法

則

の

.談

龙

齡

雜

タ

龙

具

體

化
_

れ

. #
:
备

お

袞̂

認
識
め
原
理
に
そ
の
恶
礎
を
有
す
る
も
の
と
し
て
特
に
•人
間
行
動
に
關
す
る
擧
の
法
則
た
る
の
で
あ
る
。
、ご
の
事
か
ら
逆
に
古
典
學
派
、

.文
そ
れ
を
悲
礎
附
け
る
方
法
論
に
於
い
て
も
の
も
意
識
も
共
に
も
の
と
し
て
把
え
ら

.れ
時
間
と1K

ふ
も
の
も
單
に
物
理
的
時
間
の
み
が
考

\ 

■
へ
ら
れ
事
物
は
過
去
が
現
莅
を
更
に
未
來
を
規
定
す
る
と
の
意
味
に
於
い
て
因
艰
的
に
把
握
さ
れ
た

- ^
、
^

彼
等
に
於
い
て
'內
€
と
か
理 

解
と
か
一K

ふ
加
き
も
め
が
^
へ
ら
•れ
な
か
つ
た
事
そ
の̂

と
經
驗
法
則
や
^

^
さ
2
_と
し
て
の
歡
濟
法
則
の
生
張
と
，の
_
係
を
理
解
す
る 

琪
が
出
來
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
彼0

3

¥ヶ
ィ
ン
ズ
が
使
用'教
毁
用
や
资
本
の
趿
界
効
率
の
槪
念
に
於
',い
て
现
在
に
於
い
て
過
去
と 

来
象
を
結
ぶ
も
の.と
し
て
企
業
家
£
1/
>
を
把
え
た
と
袞
ふ
辦
は
彼
が
不
確
赏
な
踟
鼢
，と
沄
ふ
も
の
を
戚
要
視
1
た
：が
故
で
あ
る
。ぺ
郎
ち
意 

一
へ
識_
が
'

S

業
象
.狩

動

を

豫

亂

众

本

意

識

，

麻

素

■
與
雜
把
■
楚
_

_

:&
w

_

_

,

:

_

'.
v

v
:;
t
::-
;m 

•的
な
%
の
と
し
.
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內
官
的
直
觀
に
屬
す
, 

る
も
の
で
あ
る
が
、.
か
か
る
意
味
に
於
い
て
の
み
人
間
の
行
爲
を
理
解
す
る
と
会
_う
歌
は
認
識
の
立
場
か
ら
行
爲
§>
*

把
え
る
事
で
あ
つ
て
、
M

に
行
爲
'. 

を
行
爲
す
る
も
_の
の
立
場
か
ら
‘把
え
る
も
の
で
は
な
-
い
0
私
は
內
的
經
驗
と
5;
-

‘う
拼
^

ょ
つ
て
右
の
内
宵
的
®

觀
を
恶
礎
付
け
る
も
の
、而
も
目
的
•
t <
_
 

味
•

行
爲
と
云
う
も
の
を
^

の
行
爲
す
る
も
の
段
身
の
立
.場
^ -

於
い
て
把
え
る
^
を 
一

K
■う
の
で
あ
.る
。
'

、、
丨
ゼ
ス
の
p

psa
§
o

l

o

g

y

(

H

u

m^ -
n A
c

t
i

-

.*

.

o
n

)

は
か
か
る
立
場
に
於
い
て
考
え
ら
る
•、べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
選
擇
的
行
爲
も
行
爲
ー
舣
ゆ
形
式
と
#

え
ら
，れ
て
^

る
の
で
あ
る
。.
又 

.
-,
:
.
:か
か
る
意
.味
.に
於
卜
て
拽
的
鹈
隊
な
.る
；も
：の
房

本

文

及

ぴ
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.
へ
註

21)

を
併
せ
參
照
さ
れ
度
い
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於
け
§-

如
く
眾
な
る
個
々
人
の
主
觀
阶
諷
識
と
は
#

え
な
い
0-

杏
却
っ
て
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え
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翁
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赛
的
：览
義
：！左
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4

v

s谶
楚
^
令
喪
因
嫉
舊
濟
澉
虜
の
內
滅
的
細
面.、と
ぞ
垮
汸
齋
論
制#
面
^
ゃ
^

^

^

:■

.

.闲
で
あ
る
。
卽
ち
そ
れ
，は
經
濟
的
現
象
の
時
間
構
造
を
如
何
に
見
る
か
と
關
聯
し
‘て
因
來
的
分
析
に
對
す
る
.
3
!的
論
的
分
析
を
分
っ
も
の
4

し
-て
为
法
.

論
的
•考
察
に
と
っ
て
茁
要
で
あ
る
と
共
に
、
經
濟
理
論
の
內
容
と
o :

.關
聯
を
杷
え
ぅ
る
契
機
や
る
も
の
で
あ
る
。
尙
、
行
動
と
時
虬
.«
>

關
係
に
づ
い
て 

は

(

特
に
艄
濟
學
と
の
關
聯
に
於
い
て
は)

L

ノ
ミ
ー
ゼ
ス
3

C1

日
pfc
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A
c
t
i
o
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特に第五•第
六
草
參
照
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.
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V A
,
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r

^

^

^

.
解
叨
せ
る
も
の
で
あ
，リ
、
特
に
そ
れ
を
，1-
-
1然
科
學
に
鄴
す
る
社
命
科
學
の
特
質
に
結
び
付
け
た
辦
は
大
1

る
質
献
と
考
え
る
。

-
-V- 

. 

V
-

-
V
: 

-■'
 

r

，
.パ
.
.
.
. 

.

.

. 

-

フ
-:
-
-
.
.
.

.

. 

V
. :.■ 

';■
'
'■■
'.
:
:
.
'
■>
'■
.
:
.
:■
'

■.
■■
■.
 

'
.
■:: 

- 

^
'
.
.
.
.
0
'
^
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

,卜
'
:,-
;.ゾ
へ
.-
.
..'
'
'.
'
. 

*■
■

.

,
.::
.::
.
.、
：
.. 
•
;■■
■.

,
:
、

' 

.
V

 

五
.

.若
干 Q

.

結

論

的

覺

書

:

 •

,'
:

.

.

.

.

.

.

.

-

、

ぃへへ
 

 ̂

V 

.
-
X
-
. 

 ̂

-
-
V
. 

 ̂

 ̂

, 

V 

.

.

以
上
の
分
析
か
ら
葙
干
の
論
點
を
結
論
と
し
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
⑴
第
一
に
經
濟
學
上
の
法
則
を
理
解
す
る
に
當
つ
て
、

.嚴
密
に
ク
C■

 

の
湘
述
を
識
別
す
べ
き
ニ
つ
の
、論
點
が
あ
る
。

一
.つ
は
琪
實
的
な
も
の
を
自
然
の
ま\
の
現
贸
と
人
爲
的
に
構
成
せk
れ
た
秩
序
と
し
て
_

爆
_

_

黎
區
测
ず
る
»;
で
ぁ
.^-
.へ
他
ゅ
外
；的
邂
猶_
內

的

經

：徽
置
_
^

る
_

義
、.梢
減
屯
義
,€
>
相
違
を
理
'解
す
る
に
进
耍
で
あ
り
ぃ
後#
はS

然
科
學
と
文
化
科
學
、
社
會
科
學
ひ
そ
れ
に
と
っ
て
意
義
を
有
す
る
も•
:
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.
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胜
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が
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當
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ぬ
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食
雜
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號
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六
-八
ス

三

八
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办

で

あ

，る

。

こ

れ

ら

の

識

別

の

上
，に
立
つ
て
從
來
の
經
濟
學
の
諸
潮
流
に
若•干
の
，位
置
付
け
を
な
十
な
ら
ば
、
⑶
先
づ
所
謂
古
典
派
經 

蝶
と
限
#
卞
義
經
濟
學
，
.8
に

ゥ

ィ

ー

.ン
：學

派

1

1

?
ン

ド

ン

：

ス

ク

ー

ル

：>
ど

の

間

^
は

成

程

溃

經

的

體

系

と

し

て

の

經

濟

理

論

©'
逑 

-設
•に
そ
の
主
た
る
科̂

的
認
識
の
良
的
を
求
め
る
も
の
で
あ
，つ
た
と
し
て
も
、
’雨

苕

の

認

識

論

的

立

場

は

杻

本

的

^.
相

異

な

る

も

の

で

あ 

■り
、i

の
認
識
論
上
め
相
羚
は
 

< れ
_
の
理
㈱
力
^
の
，そ
れ
に
比
敵
す
る
も
の
で
あ
る.°
0
*.
メ
ン
-ガ
I
め
方
法
は
歷
t
學
派
の
反
立
を
、
 

fe
た
ミ
ル
ー
派
の
、單
な’る
#
唑
で
は
な
い
。
郯
ら
ざ
れ'ば
經
濟
澠
論
'の
内
容
と
旅
式
の
間
に
は
、
何
ら
の
橋
渡
し
も
-考
へ
得
な
い
で
あ
ら 

.ぅ
。
こ
れ
ら
の
理
解.に
當
つ
て
逮
要
介
契
機
を
な
ず
も
の
は
法
則
卽
ち
理
論
の
.經
驗
的
安
當
の
有
無
ノ
要
不
要:>
有
意
味
無
意
味
の
論
點
へ 

.と
、
例
へ
ば
マ
、：ル
サ
ス
の
人
口
法
則
の
如
き
外
的
經
驗
に
甚
づ
く
、
そ
の

.把
£
方
に
於
い
て
自
然
科
學
的
な
法
則
と
、
人
間
の
意
識
的
な
：
 

外
#
へ
の
行
動
^

^
の
公
式
化
と
し
て
の
法
則
ど
の
區
別
で'あ
る
，。
■-
»
*
*
方
杏
典
學
派
と
'歷
史
學
派
の
間
に
枕
、
兩
者
は
共
に
そ
'の
認
識
目 

的
を
辄
ち
か
の
一
般
收
法
則
の’發
見
、
.そ
れ
忆
依
る
現
1¥
の
說
明
及
び
將
來
，の
豫
测
に
遛
く
も
の
で
あ
り
1、
又
そ
の
認
識
論
上
の
立
場
に. 

於
い
て
，典
に
經
驗
的
記
述
主
義
に
立
つ
も
の
で
あ
る
<>
,
唯

興

な

る

點

は

、

こ
の
目
的
達
成
の
，過
程
に
，
過

ぎ

な

い

。
‘
而

も

方

法

一

般

を

硏

究 

.力
法
、
.分
析
方
法
と
表
現
方
法
に
區
別
し
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、

•
そ
の
^
違
は
ょ
り
限
党
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

 

■

,
而
し
て
か
か
る
法
則
を
指
向
す
る
認
識
目
的
：は
«

.
リ
ッ
少
.ル
ト
、
M

V
ゥ
ェ
.
1バ
ー
の
批
判
o '
、'一
 

つ
、の
對
象
と
な
り
.、
义
そ
の
意
識

生

ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
"

而
し
て
こ
の
.立
場
に
於
い
て
は
、
個
饨
的'現
賢
の
認
識
は
、
單
な
る
僩
の々
溥
實
の

集

積

.と

記

述

で

は

な

く

し 

:弋
意
味
、プ
價# ;
;

へ
.办
關
係
に
：於.け
各
所
與
の
诹
.
-選

捧

に

：俅

る

主

觀

の

震

「

办
茈
に
文
化
.觀
舉
と
^
.て
の
#

質
：た
谷
歡
的
現
賢
夂
理
解
と
异
ふ
認
識
有
的
^

:る
に
龙
る
程
_明
確
且
っ
決
定
的
な
.も
の
で
あ
る
故
に
、
後
薪
と
.も
截
然
た
る一

線
を
割
す
る
も
の
で
あ
る
。
又
そ
の
個
性
的
現
實
の
認
斷
，
_
_

 

:
の
要
求
は
彼
を
し
て
歷
史
噔
派
の
門
弟
た
る
の
核
印
を
#
さ
し
め
た
'の
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
.こ
の
.

〕

1
っ
の
贫
場
は
先
驗
£
: 

,
囊
虫
義
な
发
共
通
_
;':0
:祂
盤
校
立
っ
4'
-

:ゆ

で

あ
, ^
:
:
^

.を
、、
#

はr.l;

般
的
抽
象
的
理
論
的
な
る
も

.

.の
*.
指
向
レ
た
め
で
あ
る
。
若
^

則
者
に
し
て
.法
則〕

般
>

更
に
慠
討
し
關
係
槪
念
的
法
則
9
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,

意
_
を
理
解
す
る
’な
ら
ば
、
兩
教
の
間
に
は
、
' 相
隔
離
す
る
ょ
り
も
、
'む
し
ろ
相
擞
近
す
べ
き
共
.通
の
局
商
が
存
ず
る
と
考
へ
る
の
で
％

る
。
以
上
の
冲
べ
て
^
通
じ
て
极
本
的
な
對
立
は
認
識
論
的
立
場
と
し
て
記
‘述
主
義
を
採
る
か
’糨
成
生
義
を
選
ぶ
か
に
あ
る
。
こ
の
こ
っ

.

の
.根
本
的
立
‘場
の
上
，に
あ
っ
て
、
そ
の
各
々
に
個
別
的
現
赏
的
な
も
の
へ
と
ノ 

.1

般
的
杣
象
的
な
も
の
：へ
の
指
向
の
方
抑
が
杯
し
、
そ
の
.

：
 

各
々
に4

?

の
諸
經
濟
攀
は
位
镫
づ
け
ら
る
べ
き
%•
の
と
私
は
考
•へ
る
の
で
あ
る
。
’ 

、

.

.

* 

•

.

.⑶
最
後
に
實
踐
.c

政
策
：

> 

之
理
論
に
‘就
い
て
一
言
ず
^

旣

述

の

洳

く

傾

向

と

し

、て
：
の

經

濟

法

則

ほ

現

實

の

法

則

で

あ

，る
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定
の
條
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が
存
す
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所
與
的
•に)

.
亂
り
现
*

は
然
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
一K

ふ
、如
き
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
。
，從

っ

て

叉

そ

れ

が

，必

然

性

を

“ 

•有
す
る
な
ら
ば
現
實
は
褚
命
的
：か
可
避
的
と
誇
へ
ざ
る
を
得
な
い
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
O
O
N
C
れ
は
必
然
的
な
ら
ざ
る
故
に
现
實
ば
未
來
丨
•

に
對
し
て
自
由
な
の
ヌ
ぁ
-る
ド
從
っ
て
か
\
る
浅
則
の
亂
定
は
耽
ち
に
逆
に
襄
返
せ
ば
技
術
的
政
策
、の
立
言
と
な
る
0
L-
.
. 
M 

•フ

.
•
レ

ィ

ザ
>

:
:--
|
:が

經

蜜

則

0
實

證

.^
m
^
:

て
：：

■

っ
璩
範
—

1

，
■
技

謂

)

：*

格
：茫
說
於 

:
'
は̂
尨
' #
^
あ
：る
：。騎

遷

1
節
七
光
光
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他
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國
經
濟
學
特
有
の
ハ
極
め
て
現
實
的
問
題
か
.ら
の
出
立
と
そ
れ
と
の
不
斷
の
接
觸
と
>

ぞ
れ
へ
の
環
歸
と
は
、
例
へ
ば
玛 

食
の
失
業
の
悲
惨
と
そ
の
._救
濟
の
要
求
が
失
業
の
原
因
.の
探
求
を
も
た
ら
し
か 

る
原
因
.の
究
明
は
直
ち
に
、失
業
救
濟
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の
措
針
'を
興
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が
如
く
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,.
彼
の
所
謂
實
踐
的
價
値
1

^
可
赉
の
卵
題
を
提
起
せ
し
め
る
に
足
る
脒
以
を
有
せ
ぬ
の
で
、あ
る
、
彼
等
.に
於
い
て
經 

濟
學
がp

o
s
i
t
i
v
e

な
硏
究
とa

r
t
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に
分
た
れ
た
^
は
何
を
意
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